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【司 会】 ここで、本フォーラムに際しまして本学学長、松川禮子より御挨拶いたしま

す。 

【松川禮子氏（岐阜女子大学学長）】 本日は、「デジタルアーカイブｉｎぎふ郡上」を

開催いたしましたところ、このように多数の方に御参加いただきまして、まことにありが

とうございます。 

 岐阜女子大学学長、松川と申します。主催者を代表いたしまして、一言御挨拶申し上げ

ます。 

 ただいまは、白鳥拝殿踊り保存会の皆様方に白鳥拝殿踊りを御披露いただきました。県

の重要無形文化財であります貴重な文化財を、こんなにライブで間近で見せていただきま

して、改めまして文化財の宝庫であります郡上市で、このフォーラムを開催できましたこ

とを大変喜んでおります。 

 さて、私ども岐阜女子大学でございますが、昨年創立50周年を迎えたところでございま

す。地方の小規模な大学でございますが、全国に誇れる特色を持っております。その一つ

が、このデジタルアーカイブの研究でございます。デジタルアーカイブにつきましては、

岐阜女子大学は20年ほど前から研究を始めております。現在ではデジタルアーキビストを

本学が中心になりまして、既に5,000人ほど輩出しているところでございます。 

 また、きょうのフォーラムもそうなんでございますが、私立大学ブランディング研究、

ブランディング事業というのに採択していただきましたのも、これまでの蓄積が認められ

たことだというふうに思っているところでございます。 

 そんなことで、全国的な規模のデジタルアーカイブ学会というものの設立にもかかわら

せていただきましたし、現在東京大学、京都大学と一緒に研究を進めさせていただいてい

るところでございます。地域デジタルアーカイブというのは、研究はもちろんですけれど

も、私どもは教育的な価値も大変あるものだというふうに思っているところでございます。

きょうも貴重な文化財を見せていただいたわけですけれども、それぞれの地域にあります

文化財、産業遺産などの地域の資源をデジタル化して、そして記録、保存、活用していく

ということがこれからますます大事になってくるというふうに思っております。 

 私どもの大学は、岐阜県出身の学生だけではなくて、沖縄から北海道まで、全国からの

学生を受け入れておりますが、御承知のように、特に地方では人口減少が進んでおります。

そういった中で、私どもの大学は地域に貢献できる大学として、うちの大学で学んでくだ

さった学生さんたちがそれぞれの地域にお帰りになってからも、それぞれの地域の資源を

活用して、地域でしっかりとそれを育てていくような人間力を持った学生に育ってほしい

なあというふうに思っているところでございます。 

 正直申し上げまして、若い学生さんたちは、地域のそれぞれの文化財というのをそんな

に意識はしていないわけでございます。ところが、このデジタルアーカイブの授業を通し

まして、改めてそれぞれの生まれ育った地域のデジタルアーカイブを進めていく中で、思

わぬ素材の中から改めてそのものが持っている価値の再発見、地域の再理解というような



- 2 - 

ことが行われてくるという意味で、私どもはデジタルアーカイブの授業というのは教育的

にも大変意味のあるものだと思っております。 

 また、地域資源のデジタルアーカイブを進めていく中では、それぞれの地域の事情にた

けていらっしゃる地元の皆様との共同作業というのが大変重要になってまいります。そう

いったことの中にも教育的な意味があるというふうに考えております。本日のこれからの

フォーラムを通しまして、デジタルアーカイブについての理解をより深めていただきます

とともに、今後とも本学の教職員、学生と地域の皆様がともに協働しながら地域資源アー

カイブをつくっていって、それがひいては地域の活性化に生きてくれれば、私どもとして

は大変ありがたいというふうに思っております。どうぞ本日、よろしくお願いいたします。

（拍手） 

【司 会】 松川学長、ありがとうございました。 

 続いて、郡上市長の日置敏明様より御挨拶を頂戴いたします。 

【日置敏明氏（郡上市長）】 皆様、こんにちは。きょうはありがとうございます。 

 ただいま御挨拶をいただきましたが、きょうは岐阜女子大学の主催、そして私たち郡上

市と郡上市教育委員会が共催をさせていただくという立場で、このようなすばらしいフォ

ーラムを開催していただきました。 

 皆様御承知のように、郡上市、そしてきょう、いわゆる白山三馬場の皆様方もおいでを

いただいておりますが、白山は2017年に開山1,300年という節目の年を迎えました。そう

いうことで、いろんな行事をやったんですけれども、昨年はその1,301年目でございまし

た。そういうときに、岐阜女子大学様からただいまお話がありました地域のデジタルアー

カイブと、こういう事業を郡上の白山文化を素材としてつくりたいがどうかという、大変

ありがたいお話を頂戴いたしました。そういうことで、きょうもまたいろいろお話がある

と思いますけれども、今、岐阜女子大学のほうでは、この白山文化にまつわるいろんな文

化や自然や、そうしたことについてのいろんな映像等をつくっていただいております。私

たちも本当に期待をさせていただいておるところでございます。 

 ただいま松川学長さんからお話がございました。松川学長さん、皆様御承知のように長

らく県の教育長さんをおやりいただいていて、郡上市も大変いろんな面でお世話になって

おるわけですけれども、今、地元の新聞に素描というコラムがございますが、そこでもい

ろんなことを書いていただいておりまして、ちょうど今月までというふうにお伺いしまし

たが、その中に沖縄往来という表題の文章がございました。岐阜女子大学で先ほどもお話

ありましたように、沖縄の皆さんとも大変交流をしておられて、学生さんもいらっしゃる

というような中で、このデジタルアーカイブという技術を通じて、沖縄のさまざまな記録

やいろんなことをデジタルアーカイブという形で紹介をしておられる。あるいは、教科書

的な、そうしたものをつくっておられるということで、往来というのは、先生の文章にあ

ったんですけれども、人々が行き交うという意味と、それから往来物とかそういう意味で、

昔からいわば教科書のような意味を持っている言葉だそうでございます。そういうことに
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倣いますれば、今回の私どもの郡上のこの白山文化、こういうものを素材にしてデジタル

アーカイブをつくっていただくということは、いわば白山文化往来というような貴重な記

録、あるいはそういったものによって外部に情報発信をしていただけるようなものをつく

っていただいているということではないかというふうに思っております。 

 きょうは、元文化庁長官の佐々木先生初め、後で御紹介があると思いますが、三馬場の

皆様、また東京大学の長丁先生初め、たくさんの皆さんおいでいただきまして、このデジ

タルアーカイブということを通じて地域の文化の継承、情報発信等、いかにしてやってい

くかというようなことについてお話があるんではないかというふうに思っております。 

 どうぞきょうのフォーラムが私たち郡上にとっても、また多くの関係者の皆様にとって

も意義のあるフォーラムとなりますよう、そして私たちは今地方創生とかいろんなことに

取り組んでおりますが、地方はこうしたデジタルアーカイブ的なことを通じて助けを得な

がらも、元気に地方を活性化していければというふうに思っている次第でございます。き

ょうはたくさんの皆様にお集まりをいただきまして、本当にありがとうございます。（拍

手） 

【司 会】 日置市長様、ありがとうございました。 

 祝電披露。 

 衆議院議員の今井雅人様より、本フォーラムに祝電をいただきました。ありがとうござ

いました。会場前にて披露させていただいております。 

 ここで、基調講演の準備をさせていただきますので、しばらくお待ちください。 

 準備が整いましたので、現在国立科学博物館顧問で元文化庁長官の佐々木正峰先生に、

「文化遺産と記録」というテーマで御講演をいただきます。よろしくお願いいたします。 
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基調講演 

文化遺産と記録 

 

国立科学博物館顧問・元文化庁長官・元文部科学省高等教育局長  

佐々木 正 峰  

 

 御紹介いただきました佐々木でございます。 

 本日はこのような会に出席させていただいて、また貴重な体験をさせていただきました

ことを、まずは御礼申し上げます。ありがとうございます。 

 私も文化庁を離れて久しくなります。その間、国立科学博物館もそうですけれども、大

学の運営等にかかわってきたということがありまして、文化関係と直接的なかかわりとい

うのは、余り率直に言ってなかったわけでございますが、現在、伝統建築工匠のわざとい

って、木造建造物、例えば法隆寺でもいいですし、姫路城でもいいですけれども、そうい

ったものを保存修理していく、後世に伝えていく、そのための技術を活用発展させたいと、

その一環としてユネスコ無形遺産に登録をしたいということで、その会の会長を相務めて

おります。 

 昨年、国からユネスコに出たんですけれども、１年は据え置くという慣例に従って、ま

たこの３月に出し直すことになってございます。これが順調にいけばですけれども、来年

の10月ぐらいには何とかなるのではないかと期待しておるところでございます。この点に

つきましても、皆様方の温かい御支援がいただければ非常にありがたいと思っております。

どうぞよろしくお願いを申し上げます。 

 長々申し上げましたけれども、文化庁を離れて久しいということもございます。そんな

中で、このテーマにつきまして私がお話をするその内容は、広く一般的に言われている文

化遺産についての課題といいますか、こういったことを整理して、この辺については皆様

もう既に御案内のとおりだと思いますけれども、それを御紹介させていただくということ

にさせていただければと思います。 

 お手元に資料もお配りしておるようでございますので、それに即してお話をさせていた

だければと思います。どうぞよろしくお願いをいたします。 

 まず最初に、文化遺産とは何かということであります。 

 文化遺産という言葉は、よく耳にするわけでございますけれども、一般的には、そこに

も書いてございますように、将来の文化的発展のために継承されるべき過去の文化である

と、こういうふうに言われています。これ自体は広辞苑で掲げられている文言であります

けれども、将来の文化的発展のために継承されるべき過去の文化ということになると、す

ぐ思い浮かぶのが文化財という言葉なんだろうと思います。したがって、文化財保護法と

いうことになろうかと思いますけれども、文化財保護法には、文化財という用語それ自体
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についての定義はございません。ございませんが、一般的に文化財として掲げられている

ものを総合すれば、一般的に文化財としては、我が国の長い歴史の中で生まれ、育まれ、

今日まで守り伝えられてきた貴重な国民的財産だというふうに一般的には言われておりま

す。 

 そして、文化財保護法ではこういった貴重な国民的財産というものを、今後に向けて、

未来に向けて、継承していくための措置というものもとられているわけでございます。こ

ういったことを考えると、やっぱり文化遺産というのは文化財とほぼ同じものではないか

というふうに一般的には考えられるわけでございます。 

 文化遺産は、文化財とほぼ同じだというふうに御理解いただければいいかと思いますが、

具体的にはどうかというのを少し見てみると、文化財保護法に対して見ると、文化財保護

法で継承のための措置、つまり将来に向けて伝えていくための措置というものがとられて

いるのは、文化財のほかに文化財の保存技術というのがあるんですよね。そんなこともあ

って、文化遺産というのは、具体的に言えば文化財であるところの、つまり文化財として

文化財保護法に定められている有形文化財、それからそこに書いてある無形文化財、民俗

文化財、記念物、文化的景観、伝統的な建造物群、これのほかに文化財保存技術、ここで

言っているこの文化財保存技術というのは、文化財の保存のために欠くことができない伝

統的な技術、技能、これを文化財保存技術と言っているわけですけれども、文化財保存技

術であるところの選定保存技術、このいずれかに該当するものが文化遺産だと。したがっ

て、有形なものもあれば無形なものもあるということになろうかと思います。 

 ただ、ここで留意しなければいけないのは、文化遺産というのは広く文化財、文化財保

存技術としての価値を持つものをいう、つまりは、一般的に言うと、文化財とか選定保存

技術というのは、指定だとか登録だとか選択だとかというふうな将来に向けて継承してい

くための措置が講じられているんだけれども、そういったものにかかわらず、幅広い価値

を持てば、ここでは文化遺産として取り扱おうというのが一般的な扱いだろうと思ってい

ます。これによって、これまで価値づけが明確でないからああだこうだと言われていたよ

うなものも広く含めて文化遺産として取り扱うことが可能になる。そういう意味では幅広

い扱いというものを可能にし、それを地域で守り育てていくということが、より積極的に

行うことができるのではないかというふうに考えておるところでございます。しからば、

その地域社会にとって文化遺産はどういうものであるのか、そのことについて、これは広

く一般的に言われておることでありますが、それについて少しお話をしたいというふうに

思っています。 

 まず最初に、地域社会における意義でありますけれども、文化遺産というのは冒頭申し

ましたように、いろんなものがあるわけですよね。国を主体にして受け継がれてきたもの

も当然ありますし、地域社会を主体に受け継がれてきたものもありますし、もろもろのも

のがあるわけですけれども、ここでは地域社会を主体に受け継がれてきたものについて少

し述べたいというふうに思っております。 
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 そこで、地域社会において主体的に受け継がれてきたような文化遺産というのは、一口

で言えば地域社会において長い歴史の中で形成され、地域にとって普遍的な価値を持つか

けがえのないものだというふうに考えられているわけでございます。したがって、そうい

った文化遺産というのは、地域社会においてどういう意義を持つのか、役割を持つのかと

いうことを簡単に整理すると、そこにございますように、まず地域に根差して地域社会全

体で守り育てていく、保全するわけですので、当然のことながら、地域の個性というもの

を示すことになるであろうというのが一つございます。 

 それから、地域社会において、地域の人々に世代を超えて長い期間受け継がれてきたわ

けでございますので、やっぱり地域の連帯感を育てて、人々をつなぎ合わせてつなぐ役割

を持つだろうし、また地域で子供を育てていく、子供たちを育んでいく、そういった上で

も大きな役割を持とうかと思っております。 

 そして、文化遺産というのはやっぱり地域の歴史、風土、文化、そういったものから生

み出され、育まれたものですから、地域の歴史や文化が凝縮されたものとして、その地域

の文化の向上発展の基となるような意義があるというふうに一般的に考えられておるわけ

でございます。 

 そういった文化遺産でございますので、地域社会を活性化する上に大きな役割というの

を当然のことながら持つということで、さまざまな文化遺産について、先ほどもすばらし

いものを見せていただきましたけれども、保存団体を初めとしてさまざまな活動が行われ、

それが地域の活性化に大きく寄与しているわけでございますが、文化遺産は地域の活性化、

すなわち地域のアイデンティティーを維持する、あるいは持続可能なコミュニティーとい

うものを形成する、アイデンティティーだとかコミュニティー形成だとか、そういった観

点からいう地域の活性化に大きな意味、役割を果たしておるというふうに考えられます。 

 そこでは、例えばということで３点ほど上げてございますけれども、特色のある地域文

化というのは人々の連帯感を育てて、当然のことながら人々を元気にする、あるいは先ほ

ど地域の活性化ということを申し上げましたけれども、あるいは地域のブランド化を促す、

そういったことによって魅力ある地域というものをつくっていく上で、大きな意味を持つ

んだろうというふうに思っています。魅力ある地域づくりというものに大きく機能してい

くということであります。 

 ２つ目に書いておりますことは、文化遺産というものを積極的に活用する、広く発信し

ていくということによって、消費の拡大ということも当然見込まれるでしょうし、それか

らその地域を訪ねてくる人たち、その地域に訪れる人たちも当然ふえるということになる

だろうと。あるいは、そういったことを可能とする、支える事業の展開、事業の発展等が

当然見込まれるわけでございますので、そういった意味では地域経済への好影響といった

ことも当然見込まれるわけでございます。 

 また、観光に生かすということも当然あり得るわけですけれども、観光というのは地域

を活性化する上で有力な手段でありますので、やはり長い歴史と伝統を持つような文化遺
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産というのは国内外の人々にとって魅力があるということがあるもんですから、観光資源

としての重要性というものが一段と増しているというふうに思うのであります。そういっ

た観点から、地域社会を活性化していく上で、文化遺産というものを積極的に生かしてい

く、このことがやはりそれぞれの地域にとっては極めて大事だ、そのためにどうするか、

どういうことをまず基本的なこととして押さえておかなければならないかということであ

ります。そこが、地域社会の活性化のためにはということで、そこでは３点ほど述べさせ

ていただいております。 

 やはり、まず最初には、最初にどうしても大事なことは、地域住民が文化遺産、そして

それを生み出した、そして継承させてきた、あるいは継承・発展させてきた地域の歴史や

文化、文化遺産とそれを支える地域の歴史や文化に対する理解をやはり地域の方々にきち

んと深めていただく、それと同時に積極的に文化遺産に関するさまざまな活動に参加して

いただくということが、まずこれは基本的に大事なことだというふうに思うわけでござい

ますが、２番目に書いておりますのは、文化遺産を活用した取り組みを進め、そこから生

まれる社会的、経済的な価値を地域の維持・発展、活性化に役立てる、そしてその成果と

いうものを文化遺産の継承・発展にやっぱり生かしていく、継承・発展というものを確か

なものにする。そういう、言うならば循環システムですよね。これをきちんと確立する必

要があるというのが２つ目でございます。 

 そういった取り組みというものを行う、そういった取り組みに当たっては、これは当然

のことなんですけれども、やはり経済、観光、教育とか関連する分野と連携をして、そう

いった連携のもとに文化遺産をうまく活用していく、うまく生かしていく、そういった地

域づくりのデザイン、青写真ですよね。これをきちんと作成するということがやっぱり必

要なのではないか。そういうことを通して文化遺産というものを生かし、かつ地域の発展

につなげる、そういう活動をそれぞれの地域において積極的にやっていただきたいという

ふうに思っています。 

 私、文化庁にいたときは、もう大分前なんですけれども、地域文化の活性化ということ

を大きな柱として文化庁に施策を展開し、いろんな県でさまざまな文化遺産の発掘的なこ

とをお願いし、至って、現在もそれは継続しているというふうに思うんですけれども、ぜ

ひそのためには何が必要かということについて、多くの方々が主体的にかかわっていただ

ければありがたいなあというふうに思っておるところでございます。 

 そういった文化遺産が持つ現代的な意味というのか、それについてはここでは多文化時

代の意義ということで取り上げておりますが、やはり多文化の時代になって一層重要性が

増しているのではないかというふうに考えております。御案内のように現代は国や民族の

違いを超えて、文化の多様性を認める多文化の時代になっているわけですよね。やはり多

文化、それぞれが個性だとか特色を持った文化というものを大事にしていく、またそれが

伸びていくような、そういう時代でなければならないわけでございますが、一方において

科学技術が進む、あるいはグローバル化が進展する、こういったことによって文化の画一
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性がやっぱり懸念される。 

 それを端的に示すものとして、我が国はまだ批准はしていないんですけれども、条約が

あります。いわゆる文化の多様性条約と言われる文化的表現の多様性の保護及び促進に関

する条約というのがあります。これは10年ほど前に採択された条約なんですけれども、主

としてアメリカのハリウッド文化は世界を席巻するおそれというものがある。それを踏ま

えてフランス等が提案をして、この条約ができたんですけれども、我が国はまだ批准まで

至っていませんけれども、そういう、言うならば多文化の大切なことというのは、要はか

なり前から世界の重要な課題として取り上げられ、今日に至っているわけでございます。 

 そういった多文化の時代において、文化遺産は地域の歴史や文化等がそこに凝縮された

ものでありますので、そういった特色あるもの、文化遺産というものを継承・発展させて

いくことは、我が国における文化の多様性というものを確保する、さらにこれを基として

地域の文化の発展等につながるわけですから、そのことはますます今後重要になってくる

のではないかというふうに思っております。今後ますます地域の文化、文化遺産の重要性

が高まるということを踏まえた積極的な対応ということを、ぜひお願いしたいという趣旨

であります。 

 現在話題となっているものに、ユネスコ世界文化遺産、あるいはユネスコ文化遺産とい

うのがあります。こういったことの登録ということの持つ意味というのは、一つで言えば

世界中の人々に人類共通の遺産として当該文化遺産が評価をされるということであります

ので、自国の文化の発信によるアイデンティティーの向上だなんていう見方、言い方もあ

るんですけれども、本質的なことはグローバル化が進展をする、あるいは社会が変化する、

人々の意識が変わる、そういったことによって、文化遺産が衰退する、あるいは滅亡する、

そういう危機からこれを保護する国際的な枠組みのもとで社会全体で必要な文化遺産を実

効的に保護していく、そういう取り組みがこれによって進む、これが積極的に行われるよ

うにするというのが本来の、言うまでもなく狙いであるわけであります。 

 したがって、無形遺産等への登録というのは、自分から離れて国際的にということでは

なくて、結果としてそういう国際的な評価を得ることが、とりもなおさず地域全体の文化

遺産の保護につながるということであり、同時に世界中の人々が高く評価をするわけでご

ざいますので、貴重な観光資源としての意味合いもより強まるということもあり、地域を

活性化する上で大きな役割を持つのではないかというふうに思っておるところでございま

す。 

 そこで次に、文化遺産の継承についてであります。 

 文化遺産の継承として、まずは保存と活用ということを書いてございますが、文化遺産

については文化財保護法、文化財、あるいは文化財保存技術に関する規定がありますけれ

ども、見ますと、文化遺産は保存し、かつ活用を図ることにより地域社会における意義と

いうものが十分発揮され、そして地域の活性化というものを実現することになるわけであ

ります。保存し、かつ活用という言葉が使われているわけでございますけれども、保存と
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活用というのは言うまでもなく文化遺産の保護の重要な柱であります。 

 保存というのは主として文化遺産の価値を後世に伝えていくこと、後世に向けて確実に

維持していくことであります。これが保存ですね。活用というのは主として文化遺産とし

ての価値を踏まえて、これを適切に社会に生かしていく、つまり社会的に活用というもの

を進めるわけですけれども、社会の中にこれを生かしていくというのが活用であると思い

ます。そういった意味合いからすれば、文化遺産を次世代に継承していくためには、保存

というのが重要になるというのは言うまでもないわけですけれども、活用することによっ

てその価値というものを多くの人々に理解してもらうということが、当然のことながら大

切なわけでございますので、保存と活用というのは次世代への継承のために必要不可欠な

事柄でございます。 

 そして次には、そういった保存と活用というのはお互いに効果を及ぼし合うもの、これ

はまあ当然のことだろうと思います。例えば保存状態がよくないものは、修理等の保存措

置がとられなければ当然活用できないわけでございますし、逆に保存に悪影響を及ぼすよ

うな活用の仕方というのは厳に避けなければならない、あってはならないわけでございま

す。そういった意味ではお互いに効果を及ぼし合うものであります。そんなわけで、保存

と活用ということを通して、いわば好循環で文化遺産というものが積極的に、言うならば

人々にとって、また地域社会にとって生きて働くような、そういう結果が招来することに

よって、地域社会の活性化につながる。保存と活用の好循環というものが地域社会の活性

化のために必要なものであるということであろうかと思います。 

 次に、無形の文化遺産の継承ということを書いてございます。 

 無形の文化遺産というのが何かということは、そこに無形文化財、無形の民俗文化財、

選定保存技術というのを書いてございますが、無形文化財というのは、演劇とか音楽とか

工芸技術等であります。無形の民俗文化財というのは、衣食住だとか生業、信仰、年中行

事等に関する風俗習慣、慣習ですね。民俗芸能、民俗技術などがこれに該当するわけでご

ざいます。それから選定保存技術としては、文化財の保存に不可欠な材料製作だとか、修

理、修復したりする技術、技能が選定保存技術です。 

 そういった無形の文化遺産というものが、やはりそれを継承していく上で、率直に申し

上げてなかなか難しいという面があろうかと思います。これからその文化遺産というもの

を継承していくためには、先ほど来申し上げておりますように、地域の方々の理解と積極

的な取り組みが必要なわけでございますけれども、無形の文化遺産については、先ほど申

し上げた無形の文化遺産の例からお酌み取りいただけますように、公演だとか、あるいは

行事だとかという人々の行動によって初めて形になる、実態を持つものでありますので、

その継承ということになれば、地域の方々が主体的にその行事だとか、あるいは演ずるこ

と、公演等に参画する、これがなければ無形の文化遺産の継承というのは当然のことなが

らあり得ないわけであります。 

 そういうことから来る無形の文化遺産の特色というのをそこに３点ほど書いてございま
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す。つまり、人の行動によって無形の文化遺産というのは実態を持つわけでありますので、

当然その人の行為では保存と活用が一体的に行われるということに当然なろうかと思いま

すし、それから強制して保存・活用をさせることはできない。やっぱり人の行動、意思、

意識にかかわるわけでございますので、そういうわけでは強制的にあることをやらせると

か、やってもらうというふうなことが可能なものではないという趣旨であります。そのこ

とを考えると、つまり人の振る舞いによって保存、活用、継承が一体的に行われ、しかも

強制はできないということでありますので、こういった無形の文化遺産を継承するための

担い手、これをどういうふうに育てていくのか、確保していくのかということが極めて大

事になってくるわけでございます。 

 しからば、無形の文化遺産を継承するというときに、どういう点に最大限留意しなけれ

ばならないのかということを簡単にそこに上げてございます。 

 無形の文化遺産一般については、基本的には長い世代にわたって時代を超えて守られて

きたものでありますので、その中核となるものはきちんとした形で保存していかなければ

ならないわけでございます。何が核となるのか、何が時代を超えて守られてきたものの核

となるのかということについては、これは具体的に判断するしかないわけでありますけれ

ども、今度は核となるものはきちんと維持していかなければならない。その中核となるも

のが、核となるものが失われない範囲であれば、これは変えること、変容するということ

も当然あり得るわけですけれども、いつ何をどのように変えたのかということについては、

きちんと記録にとどめるなり何なりの配慮というものが、基本的には必要だろうというふ

うに思っています。 

 これに対して、いわゆる民俗芸能ですけれども、民俗芸能はやっぱりこれが継承として

は厳しいものがあろうかとは思っています。つまり、時代を超えて守られてきたものを、

やっぱりきちんと伝えていく、伝承していく、これが基本だろうと思うんですね。民俗芸

能については、守られてきたものをきちんと伝えてく、伝承していく、これがまず基本で

ありますので、したがって、本当に微妙な要素、創作的な要素というのは当然あり得るだ

ろうとは思いますけれども、まず基本となるものをきちんと伝承していくというのが民俗

芸能にとっては重要であるというふうに、一般的に言われているわけでございます。した

がって、それを守り伝えていく方々の、言葉がいいかどうかは別として、責任はかなり重

いものがあるというふうに考えているところでございます。 

 次に、文化遺産の継承と観光ということについて、ここでは触れてございますが、その

文化遺産は先ほどから申しましたように観光資源として重要な機能を持ちますので、それ

を通して観光客の増加等、観光面において大きな資源となっているわけでございますが、

そういった観光遺産としての使い方という際に、積極的にこれを活用していくということ

は地域の活性化、地域振興にとって大変重要なわけでございますので、それに果敢に取り

組んでいくということが大事だというふうに思います。 

 そのことは、文化遺産としてその意義が確認される、あるいは多くの方々に知っていた
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だく上で大きなメリットとなるわけでございますけれども、やはり観光資源として使うと

なりますと、客寄せという側面、お客さんにたくさん来ていただくという側面がどうして

もありますものですから、文化遺産としての価値が損なわれないか、損なわれるおそれが

あるのではないかという、この点についてのやはり配慮というものを十分に行う必要があ

るわけで、したがって、ある程度弾力的な対応はしていくということは当然これは必要だ

ろうというふうに思いますけれども、やはり保存には、将来に向けて継承していくために

はその影響を最小限にとどめることが必要で、したがって継承した部分と、それから観光

が変容させた部分、変えた部分、これはきちんと明確にしておく、それをきちんと残して

おくということが極めて大事で、これも記録の持つ意味というのが大きなものがあろうか

というふうに思っておるところでございます。 

 ４番目に、地域社会全体で文化遺産の継承をということを入れてございます。 

 最初に文化遺産の継承方策１として書いておりますのは、自治体における取り組みにつ

いて少し述べてみたものでございます。今御案内のように、地域の活力が失われるとか、

あるいは地域文化というものが衰退する可能性があるとかいうことが言われているわけで

ございます。過疎化が進展をする、さらには少子・高齢化が進む、生活様式、あるいは生

活意識というものが変化をする、そういう中で、文化遺産についても消滅するおそれがあ

る、そういった意味では継承する上での危機があるというふうによく言われるわけでござ

います。やはりそういった観点に立ったときに文化遺産をきちんとした形で継承するため

には継続的、計画的な取り組みというものがどうしても必要なわけでございます。そのた

めには地域社会全体できちんとした形での対応というものが当然必要になってくる、そう

いう観点に立って市町村、地方自治体は文化遺産に対する保存活用の取り組みの重要性、

このことを十分周知をするとともに、具体的な取り組みについて計画をつくる、策定する、

これが必要ではないかというふうに思うわけでございます。 

 そういった取り組みの計画では、やはり文化遺産の現状がどうなっているのか、これに、

こうなるまでにどのような経緯があったのかということを綿密に調査をし、その文化遺産

を保存・活用するためにどういう方針を持つのか、どういう措置が必要なのかということ

についてきちんと定める必要があるのではないか、つまり保存管理上の留意事項だとか、

修理活用の方針だとか、あるいは継承の方針だとか、そういったようなものをきちんと計

画的に整理する必要があるのではないかというふうに思います。その際、先ほど来申しま

したように、文化遺産を地域の活性化というものに十分生かしていく必要があるわけでご

ざいますので、その際には経済、観光、教育等、関連分野と十分な連携をとって、地域社

会全体で文化遺産が確実に継承されるようにする、そのためには地域住民はもとより、民

間団体だとか、企業等についても積極的、主体的な参加、協力というものが当然必要にな

ってくるわけでございます。そういったようなものも得られる形で、地域社会全体で文化

遺産が継承されていくような計画というものをぜひ自治体においては考えておいていただ

きたいというのが、まず最初の継承方策でございます。 
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 それから２番目に継承方策として書いておりますことは、そういった計画とは別に、や

っぱり文化遺産を保持していく上では地域住民の主体的な参加というものがどうしても不

可欠であります。やはり地域住民が主体的に参画する、そういう意識を持ってできること

から協働して、ここで言う協働というのはともに働く協働ですけれども、協働してやって

いただきたいようなことをここでは簡単に書いてございます。 

 １つは、文化遺産に対する親しみを増進する活動であります。地域の方々や子供たちが

文化遺産に触れる機会をふやす、あるいは体験活動やワークショップ等の機会を提供して

いくというようなことでありますし、また文化遺産にかかわる人材としてボランティア、

あるいはそれに参加しやすい仕組みをつくっていく、ＮＰＯ等法人が活動しやすいような

状況をつくることとか、支援の拡充としては、やはり寄附等の増加があれば、それはそれ

にこしたことはないわけでございますけれども、メセナ意識の高い企業等と連携していく

とか、そういう支援の輪というものをいかに広げるかということについて積極的なかかわ

り方というものが必要になってくるだろうと。 

 ここでは書いてございませんけれども、文化遺産に対する拠点もあるわけですよね。文

化遺産に通ずる拠点もあるわけですよね。その拠点においてはハードラインというのは結

構充実しているんだけれども、やっぱりソフト面で充実する必要がある。ソフト面で充実

ということになると、記録の持つ意味というものもここでまた大きなものが出てくるわけ

ですけれども、ユネスコはソフト面の充実というものについて、拠点拠点では考えてもら

いたいということと、それから運営に当たって、地域の方々が積極的に、あるいは主体的

に参加できるような取り組みにしてもらうということと同時に、組織間の連携協力、ネッ

トワークですよね。これについての十分な配慮が要るのではないかと思っておるところで

ございます。 

 それから次に、文化遺産の担い手の確保ということを書いてございます。これは当然の

ことであります。先ほど来申しましていますように、過疎化が進む、少子・高齢化が進む、

そういったようなこともあって、文化遺産の担い手というものが減少しているわけでござ

います。世代間での継承が困難になる、これはやはり子世代というものが地域から出てい

く、転出していく、ライフスタイルが変わっていきますし、多様化もしている、そういっ

たことから世代間での継承というものが非常に困難になっているというのが現実だろうと

思います。 

 そういった中で、やはり担い手というものをどうしていくかというのが非常に大きな課

題ですよね。お祭りでみこしを担ぐなんていうことになると、いろんな地域の方々が入っ

てきて、みこしを担いだり何だりもするんですけれども、そういったものにある意味では

象徴的に示されるように、担い手の現状を踏まえて、地域社会の内外に新たな担い手を求

めるなどの取り組みも必要なのではないか、そのために地域社会としての合意形成という

ものを図りつつ、文化遺産の担い手を広げる、裾野を広げていくことが今後どうも一層重

要になってくるのではないかというふうに思いますが、他方において、子世代に対して継
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承の機会をふやす取り組みとして、やっぱり文化遺産をきちんと伝える、あるいはそうい

ったものを体験する場というものをたくさんつくっていくということが必要でしょうし、

世代間交流をできるだけ活発にしていって、親世代から子世代へというふうな流れという

ものが、意識の流れというものがある程度きちんとした形で伝わるようにしていくという

ことが大事だろうというふうに思っています。 

 その際留意すべきことは、３番目にちょっと書いてございますけれども、継承について

の考え方、あるいはそのために必要となることについて理解をきちんと深める必要がある

のではないか。つまり、単に継承されればいいということではなくて、その担い手が文化

遺産について十分理解を深めて、そういったことに自主的にかかわること、あるいはそう

いったことを的確に自分で受け継ぎ次代に伝える、そういういわば適格性ですよね。担い

手の自主性、適格性というものをきちんと向上させていくということが大事なのではない

かなあというふうに思っております。 

 次に、文化遺産の教育をということであります。 

 文化遺産と子供たちというのを最初に掲げさせていただいておりますが、子供たちの文

化遺産にかかわる活動、ここに体験活動と書いてありますが、活動ですよね。子供の文化

遺産にかかわる活動には大きな教育効果があるということで、ここでは直接文化遺産に触

れることは、豊かな人間性や創造性を育むことにつながりますし、文化遺産へかかわる活

動へ参加することは、自己形成やコミュニケーション能力を伸ばすということを書いてお

ります。これは、一般的にこのようなことが言われているし、現実にその効果というもの

も調査などもあるようでありますが、いずれにしても、感動だとか刺激を直接体験するこ

とが豊かな人間性や創造性というものにつながることは、これは感覚的にもわかることで

ございますし、活動に積極的に参加することによって、言うならば共感を育てる、あるい

はともに一緒になって活動するということでの協力関係というものもつくられるわけです

から、自己形成だとかコミュニケーション能力に意味のあるというのも当然のことだろう

と思います。 

 そして、地域活動というところで、家族行事等の体験が豊かな人間というのは、大人に

なったときに人間関係能力、意欲、関心だとか規範意識が高いというふうな調査結果もあ

るわけでございます。つまり、子供のころの体験が豊かな人間ほど、大人になったときに

より社会的な適合性だとか、あるいは社会で自分を生かしていく、そういう能力というも

のがやっぱり身についているということであります。それを踏まえれば、地域の活動とし

て、あるいはその家族の行事として、文化遺産にかかわる積極的な活動をぜひ行っていた

だきたい。そういったことは人間形成に極めて有意義であるということであります。 

 そういった観点からすると、子供に文化遺産を伝える場をつくったり、世代間交流を活

発にするなど、いわゆる社会教育の面で文化遺産活動というものを展開するということは

大事なことだというふうに言えようかと思っております。 

 文化遺産と学校教育についてでありますが、伝統文化の教育というのは、地域の伝統文
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化を学び、それを継承・発展させる、この上で大きな意味合いを持つものでございますが、

地域の伝統文化を学ぶことによって、地域社会を理解し、地域に誇りを持ち、地域を愛す

る心を育てる、これはさまざまな価値観があるわけですよね。そういったさまざまな価値

観がある社会において、我が国の健全な発展にともかく必要でありますし、またその人が

国際社会で活躍していくためにもやっぱり必要なことだというふうに思っています。また、

それだけではなくて、伝統文化に触れたり活動に参加することによって、感性が刺激をさ

れますし、可能性も引き出されます。自分を深化させることもできましょう。そういった

ことを通して人間形成にも意味があるというふうに考えておるところでございます。 

 そういった伝統文化の教育というものをやる上で、学校教育は教育課程の中に位置づけ

てきちんとしたことをやらなきゃいかんし、体験するということが大事でしょうし、教員

自体も文化遺産に触れ、きちんとした形での活動を経た上でそういったことに取り組んで

いただくのが一番いいわけですけれども、加えて文化遺産を継承している者、これを強力

な協力者としてお願いをするということも大事だろうと思っております。こういったこと

を考えれば、学校は文化遺産を継承するために地域社会の核となり得る存在である。した

がって学校教育にどう協力していくのかということは、ますます大事なことになるんであ

ろうと思っています。 

 実際に体験することが重要ということを申し上げましたけれども、その体験というのは、

先ほど申しましたように伝統文化に触れて、そして活動に参画する、それが望ましいわけ

でございますが、よく一般的に言われることは、物事を体験すると、それによって知識が

定着するということがよく言われます。したがって、単に人格形成だけではなくて、知識

をきちんと確実に自分のものにしていくためにも体験というのは大事だし、また体験をす

ることによって本当に感動を実感する。そして興味を持って、関心を持って、またさらな

る活動へ参加するということで、参加を促すという意味でも体験活動というのは大事であ

りますので、ぜひ積極的な体験活動というものを学校教育の中で位置づけてやっていただ

ければというふうに思います。 

 次に、文化遺産の記録を生かすということでありますが、文化遺産の調査記録の必要性

についてでありますが、やはり時代の影響を受けて文化遺産というのは衰退したり消滅し

たりする可能性があるわけですよね。そうすると、その継承のためには調査し、記録をす

るということが絶対的に必要なことであろうというふうに思っております。現状や、それ

に至る経緯等を詳細に調査する、そして特色等を踏まえて伝承や継承等の目的に沿った、

目的にかなうような最適な記録を作成していくということが大事なわけでございます。そ

うした調査記録の発信は、文化財の紹介だけではなくて、活動への参加を促す有力な手段

となるわけでございますので、これを通して伝承者と支援者のぜひ獲得に向けて対応して

もらいたいというふうに思っております。 

 調査記録の発信は、地域の方々だけではなくて、当然全国に向けてこれを行うことが必

要で、これを通して広く文化遺産についての理解、共感というものを得て、より効果的な
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活動というものを行っていただければというふうに思っておるところでございます。 

 調査・記録と文化遺産の継承ということでありますが、今も申しましたように調査・記

録の発信は活動への参画を促すことになるわけですが、継承との関係でこれを見た場合、

調査・記録は継承、つまり保存をしていくことと、それから若干微妙な変化、変容を遂げ

ること、それとの適正なバランスをとっていく上で大きな役割を果たすということが言え

ようかと思っています。つまり、無形の文化遺産というのは人から人へ伝えられていくも

のですから、そうすると、人から人に伝えていくというときに、調査したもの、記録があ

れば、人から人へ伝えていく、そういう後継者養成の際に若干の変容だとか変化というも

のを記録を通して是正すること、修正すること、あるいは復元すること、それが可能にな

るのではないかというふうに思っております。したがって、継承のためにはきちんとした

形での調査と、その結果を記録しておくことが極めて大事で、それによって適切な保存・

活用というものに当然のことながらつながってくるという趣旨でございます。 

 それから次に、アーカイブ化の関係でございますが、調査・記録につきましては、そこ

に書いてございますけれども、対象とする文化遺産の現在、過去の状況を調査、他の類例

との比較調査をすることによって文化遺産の時代的、地域的特色を把握するために、文章、

音声、映像、関連資料の収集を、メタデータの作成を含めて多面的に行うということが当

然必要であろうと思います。 

 今日収集する資料というのは、文化遺産の記録だけじゃなくて、教育だとか行政だとか

幅広く活動することも視野に入れてこれを行う必要がありますし、また現にそういったこ

とが行われているわけでございます。そこで書いていますのは、資料のデジタル化ととも

に、将来そういったさまざまな分野で活用するということを念頭に置いて、知的財産権、

著作権等でございますけれども、知的財産権等の処理をその際にあわせて行っておけばい

いのではないかというふうに思ってございます。 

 デジタルアーカイブ化として書いておりますことも、皆様御案内のとおりでございます。

収集したデータというのは、さまざまな場合において文化遺産の魅力を発信することがで

きるわけでございます。文化遺産の活用という面、そういう側面だけじゃなくて、文化遺

産についての啓発活動だとか保存活動にもやっぱり効果があるわけでございます。したが

って、地域の方々や民間団体、あるいは企業等、多くの人々の参画を得て社会全体で文化

遺産を支えていくために大きな役割を果たすのではないか。デジタルアーカイブの広い公

開というものがこれからますます重要性を増すという趣旨が最初でございます。 

 それから２番目に書いていますのは、これも何回も申し上げていることですけれども、

観光産業、教育等多様な分野で文化遺産を活用する、それを通して地域活性化等につなげ

るということが求められているので、そういった積極的な活用ということについて十分御

配慮いただきたい。例えば学校教育では、我が国、地域に伝わる伝統的な文化について理

解をし、伝承する態度を養う、そのために地域のさまざまな行事だとか、伝統品だとか、

地域の環境だとか、自然だとか、そういったものを幅広にデジタルアーカイブする活動が
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行われるようになっています。そういった観光だとか産業だとか教育だとか、多様な分野

での活用の結果としてデジタルアーカイブというものが大きな機能、役割、効果を持つと

いうことが認められると、さらに経済だとか社会だとか文化等、さまざまな場においてデ

ジタルアーカイブを新たに展開していくということが一層強く期待、要望されるようにな

るというふうに考えおります。 

 そういったわけで、デジタルアーカイブの積極的な活動を前提として、関連するデータ

というものを幅広に蓄積をすること、そして多面的なデジタルアーカイブの構成というも

のを考えていくことが、今後ますます大事になってくるわけでございますし、このことは

とりもなおさず文化遺産の継承にとっても大事なことだというふうに思うわけでございま

す。 

 関係する方々におかれましては、チャレンジ精神を持って積極的かつ意欲的に取り組み

を進めていただければ、このことを強くお願いをして終わりとさせていただきます。どう

もありがとうございました。（拍手） 

【司 会】 佐々木先生、御講演ありがとうございました。 

 それでは、御降壇ください。 

 ここで、シンポジウムの準備をいたしますので、３時まで休憩とさせていただきます。 

 

― 休 憩 ― 
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【司 会】 それでは、時間となりましたので、シンポジウムを開催させていただきます。 

 本シンポジウムのテーマを、「デジタルアーカイブで地域の課題を解決できるか～白山

文化を事例として～」と設定いたしました。 

 シンポジウムのコーディネーターとして本学の久世教授が担当させていただきますので、

パネリストの紹介も含めてよろしくお願い申し上げます。（拍手） 
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シンポジウム 

デジタルアーカイブで地域の課題を解決できるか 

～白山文化を事例として～ 

 

 

    パネリスト 

     「白山芸能とデジタルアーカイブ」 

               曽我孝司氏（郡上市文化財保護審議会委員） 

     「美濃馬場の文化財とその保存活用」 

               藤原 洋氏（郡上市教育委員会社会教育課） 

     「加賀馬場と文化の再発見」 

               小阪 大氏（白山市教育委員会文化財保護課） 

     「越前馬場と文化財の保存活用」 

               宝珍伸一郎氏（勝山市教育委員会世界遺産推進室） 

     「地域資源デジタルアーカイブと地域活性化」 

               長丁光則氏（東京大学大学院特任教授） 

    コーディネーター 

               久世 均氏（岐阜女子大学） 

 

【コーディネーター（久世）】 皆様、こんにちは。 

 岐阜女子大学の久世と申します。 

 これからデジタルアーカイブで地域の課題を解決できるのかと、非常に難しいテーマで

ございますけれども、今回、白山文化というものを事例としてこのシンポジウムを開催さ

せていただきたいと思っています。１時間半になりますけれども、よろしくお願いをいた

したいと思います。 

 今回のパネリストには、白山文化遺産についての各地域から見た白山文化というテーマ

で、いわゆる岐阜県のみならず、県域を超えて白山文化を自由に語っていただこうという

ふうに思って、各県域の白山文化にかかわる専門家に来ていただいております。 

 早速それでは、本シンポジウムのパネリストを御紹介させていただきたいと思います。 

 まず、向かって左側の方から、「白山芸能とデジタルアーカイブ」という視点でお話を

していただきます、郡上市文化財保護審議会委員の曽我孝司先生です。よろしくお願いい

たします。（拍手） 

 次に、「美濃馬場の文化財とその保存活用」というテーマでお話をいただきます、郡上

市教育委員会社会教育課の藤原洋先生です。(拍手) 
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 続きまして、「加賀馬場と文化の再発見」というテーマでお話をいただきます、白山市

教育委員会文化財保護課の小阪大先生です。よろしくお願いいたします。(拍手) 

 きょうはシンポジストが結構たくさんいらっしゃいますので、続きまして、「越前馬場

と文化財の保存活用」という視点でお話をいただきます勝山市の教育委員会世界遺産推進

室の宝珍伸一郎先生です。よろしくお願いいたします。(拍手) 

 最後に、本シンポジウムのテーマとつながりますけれども、「地域資源デジタルアーカ

イブと地域活性化」というテーマでお話をいただきます東京大学大学院特任教授の長丁光

則先生です。よろしくお願いいたします。(拍手) 

 長丁先生には、デジタルアーカイブに関する国の動きも含めてお話をいただけるものと

思っております。 

 さて、岐阜女子大学では、お手元にこういうリーフレットをお配りさせていただいてい

るかと思いますけれども、平成29年度に文部科学省より、岐阜県内で唯一ですけれども、

私立大学研究ブランディング事業というものに採択をされております。研究の目的は、お

手元のリーフレットにも書いてございますけれども、地域に根差し地域社会に貢献する大

学として、大学独自で育んできたデジタルアーカイブ研究を活用して、地域資源のデジタ

ルアーカイブ化とその展開により、伝統文化産業の活性化など地域課題の実践的な解決や

新しい文化を創造できる人材育成、そういうことを行っていきながら、地域の知の拠点と

なる大学を目指していきたいというふうに考えておるところでございます。 

 本フォーラムでは、本学がデジタルアーカイブを研究する大学であることをご理解いた

だくとともに、地域と大学が密接に連携をしてデジタルアーカイブの研究を推進し、地域

で新たな価値を創造できる人材を養成すると、そういうことを目指す大学であるというこ

とを宣言するために毎年各地で開催をさせていただいております。 

 それでは最初に、今回、白鳥の拝殿踊り保存会による地域に誇る拝殿踊りをごらんいた

だきましたけれども、白山文化が生み出した白山芸能について、最初に曽我先生より10分

程度で御紹介をいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

【パネリスト（曽我氏）】 曽我でございますけど、きょうは白山芸能とデジタルアーカ

イブということで、特に白山文化を芸能の観点から見ていきたく思いますので、ちょっと

画面のほうをごらんください。 

 まず最初に、霊峰白山でございます。これが高鷲町のひるがの牧歌の里というところが

ございますけど、このところから撮った白山の写真でございます。右は、大白川郷のアワ

ラダニというところから撮った写真でございまして、なかなか白山が白雪を抱いてかなり

きれいに見えますんですけど、この白山ですけど、連峰の一番上のところ、ちょっと赤が

入りませんけど、向かって左ですけど、これが御前峰という一番高い峰でございます。そ

れで標高が2,702メーター、これが一番高い標高でございます。そして、ちょっと見えま

せんけど、もう一つ大汝峰というのがございます。これはちょっと見えないですけど。そ

れから、右が剣ヶ峰です。この３つの峰を称して白山というふうに呼んでおるわけですね。 
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 ただ僕ら郡上の人間にとって、何だ、もう一つあるやないかということを思いますね。

それは、ちょっとこれは平面ですので写りにくいんですけど、左のほうに別山という山が

ございます。我々郡上の者にとってみると、これをまとめて白山というふうに呼んでおる

わけですね。特に信仰上、特に別山というのは大切な山でございますので、まとめて白山

というふうに呼んでおるわけです。そして、南北、東西に白山連峰がずうっと広がってい

るということでございます。 

 これは、右の写真も同じですが、なかなかきれいな朝日に輝く写真でございます。 

 それで、古くから神が鎮座する霊山ということで、あるいは名山として尊崇、崇拝と畏

怖の対象になってきたということでございます。これが霊峰白山でございますね。 

 この神ですけど、霊峰白山ということで神なんですけれども、一番高い御前峰にはどん

な神が住んでいるかということでございますけど、これはいろいろ解釈があるんですけど、

白山妙理大権現ですね。それから、見えない山が大汝峰ですけど、ここには阿弥陀如来が

鎮座されているということですね。それから、一番右の剣ヶ峰は、何も鎮座しておりませ

ん。ただ、左のほうの別山でございますけど、これには別山大行事という神が鎮座してい

ると。 

 これらの神は、本地垂迹説といいますとちょっと難しいですけど、十一面観音、それか

ら阿弥陀如来、それから聖観音の化身であるというようなことが言われているわけでござ

います。これをまとめて信仰するのが白山信仰ということでございますね。 

 それから次ですけど、三馬場の成立ということなんですけど、先ほど市長さんもおっし

ゃってみえたんですけど、昨年の前が白山開山1,300年ということになりますけど、この

白山は、霊山ということで、皆さん恐れ多くて足を踏み入れることができませんでした。

もちろん高いということもありましたんですけど、この霊山に初めて足を踏み入れた方が、

これも伝説の人かもしれませんけど、泰澄大師でございます。養老元年（717年）と、昨

年が1,300年ということでございますね。ということで、最初に登拝をされています。越

前の高僧というようなことを言われておりますけど、はっきりわかりません。 

 それ以降、修験道とかいろんな方が白山を神と崇拝し、登られる方が多くなりました。

特に登られる方が多かったのが、美濃と越前と加賀のほうから多くの人が登られたという

ことですので、三方から登拝道が整備されます。そして、その登拝の入り口に粗末な寺社

が建てられておりました。 

 これがどんどん発展して現在の、これ見えますか、一番左の写真でございますけど、長

滝白山神社、郡上市白鳥町長滝にございます。この写真は、ここから長滝の白山神社の神

を撮るのは、ここが一番いいポイントでございますね。それから、加賀では白山市三宮町

ってございます。そこの白山比咩神社でございますね、真ん中です。前に見えるのはおみ

くじですけど。それから、越前が勝山市平泉寺町にございます。一番右ですね、平泉寺白

山神社ということでございまして、鳥居は二の鳥居ということで、手前のほうに一の鳥居

がありまして、階段がずうっと続いております。そして、突き当たりが拝殿です。その裏
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に本殿がございます。ということで白山の三馬場が成立しております。 

 それでは、白山信仰というのは一体どういうようなものを信仰するかということなんで

すけど、いろんな信仰の対象になりましたんですけど、簡単に言えば白山の神を農業の神

というふうに捉える水分神として信仰されております。これは白山信仰で一番主要な神の

捉え方だと思いますけど、五穀豊穣、延命息災とか家内安全とかいろいろありますけど、

水分神として、農業の神として捉えられておりまして、特にこの白山信仰は、長良川、岐

阜からずうっと下ってきまして濃尾平野を潤し、そして伊勢湾に流れ込む長良川でござい

ます。それから九頭竜川、これはどうも源が石徹白、あるいは郡上市の油坂、あの辺に源

流があるんですけど、あそこから流れましてずうっと行きまして、福井平野を潤しまして、

今の三国のところへ流れ込んでくる、九頭竜川ですね、流れ込んでいますね。それから、

手取川です。これは白山の本当の麓の白峰の最北の河内というところがございますけど、

この辺が源流でございまして、流れまして金沢平野のちょっと下のほうから流域を潤しま

して、そして現在の小松市、安宅の関のちょっと上のほうに小松がございます。そのちょ

っと上のところに流れ込んでいる手取川がございます。この３川の流域で白山信仰、水分

神の神として信仰がなされておったと。 

 写真は阿弥陀ヶ滝で、これは長良川の源流というふうに捉えてもいいと思います。ある

いは夫婦滝という滝がございますけど、この辺が長良川の源流でございます。 

 右がひるがのの分水嶺というところでして、矢印がございますように右へ流れますと、

これは日本海へ流れ込みます。荘川という川がございますけど、そこから日本海へ流れま

す。右が太平洋ということで、長良川となって木曽三川を通しまして流れ込んでいるとい

うことになりますね。ということで信仰されています。 

 そうしますと、この３川の流域で共通の風俗習慣とか、生活様式が似たような様式が形

成されていくようになります。これも基本的なものはやっぱり水分神、農業の神というこ

とで、これが基盤になると思うんですけど、白山文化が生まれてくるということでござい

ます。この白山文化圏が成立をしまして、この三馬場付近では、白山の神に豊穣を祈願す

る白山芸能が生まれて、芸能を神に奉納するということが頻繁に行われます。きょう１時

から行われました白鳥の拝殿踊りもその芸能の一つ、白山芸能の代表的な一つでございま

すね。豊穣祈願がもともとあった踊りでございます。 

 それじゃあ三馬場の芸能はどんな特徴がおのおのあるかということをちょっと見ていき

ますと、基本的にもちろん豊穣祈願でございまして、美濃馬場の場合、長滝白山神社の

「延年」を代表的なものとして、国指定重要無形民俗文化財ということで、これは特に白

山信仰があらわれているのが、「延年」の最初に行われている儀式としての菓子讃めとい

うものがあります。この前で、これは拝殿の演台ですけど、ここに白山の形を盛った米と

白山を、クマを紙張りで折ったものですね。その黒いところが、クリとか豆とかそんなも

のが置かれます。白山の幸でございますね。これを恐らく僧侶が白山の神に奉納して、こ

の前で、高僧ですね、僧侶が豊穣祈願をしたということだと思いますけど、この前で今で
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も延年が行われております。 

 酌取りという演技ですけど、それが行われまして、それが終わりますといよいよ白山の

延年の演目に入っていくということで、９の演目がございますけど、その一つが乱拍子と

いうものですけど、ここでは開運厄除という祈祷札をここにつけられております。菊の造

花をつけてずうっと演台を回って歩くということでございまして、このようなものがござ

います。これもいわゆる豊穣祈願ということで、美濃馬場の延年は豊穣祈願の神事と、あ

るいは芸能ということが言えるかと思います。 

 それじゃあその次ですけど、越前馬場ですね。これは、今立郡の池田町、これは水海と

書きまして「みずみ」と読むんですけど、ここの能舞が現在も行われております。これは

なかなか全国的に有名な能舞でございますけど、このあたり、池田町というのは岐阜県の

本巣市に根尾というところがございますね、能郷白山という山がございますが、その裏方

です。そこに池田町がございまして、この池田町一帯の集落で能舞が行われておりました。

この能舞は、豊穣祈願の神事の式三番が中心の能でございました。この式三番、これです

ね、左が式三番でございます。翁の舞、千歳の舞、黒式尉の舞というような感じで舞を舞

われまして、この中心が式三番の翁の舞でございます。 

 それから、これは娯楽と言ってもいいかと思いますけど、式三番が終わった後行われる

田村でございます。田村というのは今の能ですね。世阿弥がつくりました能の一部です。

ただ、この２つとも謡はしませんね、主人公が。囃子方に合わせて、ただ手を広げて立っ

ているだけ、こちらも演技をするだけ。現在の田村というのと全然違いますけど、こんな

ものが奉納されております。 

 これは、池田町の水海で現在行われているんですけど、ほとんどが滅びてしまいました。

滅びた地域では、現在も２月ごろを中心にしましてこの式三番で舞われた、使われた翁、

父尉、黒式尉の３面を神前に飾りまして、ここで神主が五穀豊穣を祈願します。これが現

在３カ所で行われております。勝山市の滝波ってございます。それから志津原というとこ

ろ、志津原は池田町です。それからもう一つが谷という集落がございますけど、この３つ

で豊穣祈願の滅びたこういう神事が行われております。お面様祭りでございます。 

 最後に、加賀馬場、３つ目の馬場でございますけど、これは白山市白峰のかんこ踊りが

有名でございます。このかんこ踊りというのは、これですけど、このかんこをたたきなが

ら、あねさんかぶりの役者が野良着姿でもって踊るわけです。以前までは６月18日の白山

開山日に行われておったんですけど、現在は白山まつりというところで、新暦７月18日に

行われたということで、なかなかいい歌詞でございますけど、かつては、かんこ踊りは白

山の遥拝所がございます岩根神社というところで踊られていました。 

 この岩根神社というのは、現在は物すごく小さいですけど、かつてはもっと広い神社で

ございました。雪解けで、洪水で流されてしまいまして、風嵐が中心だったんですけど、

現在は集落がほとんど滅びてしまいました。現在、ここでは踊られておりませんけど、多

くの出作農民が白山に入っておりましたんですけど、６月18日にここでみんなで踊ったと。
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それは、本当に白山にお世話になっておるということで、白山の讃歌を歌って豊穣祈願を

した踊りでございます。これが白山まつりでございます。 

 ということで、白山三馬場というのは、やはり基本的には豊穣祈願が中心の芸能でござ

いまして、これが白山文化の一つだということが言えるかと思います。 

 ちょっと時間がかかるかもしれませんけど、加賀馬場の歌を聞いてみますので、これが

歌詞でございます。河内というのは白峰の奥のほうですね。下のほうに書いてありますの

は地元の言葉ですね。ということで、ちょっとお待ちください。一部だけ聞きますので。 

（かんこ踊り） 

 ちょっと途中でございますけど、なかなかいい歌詞で、なかなかしんみりとした歌詞で

ございますね。これは、江戸時代に白山へ登られた池大雅という画家でございますけど、

白山に登る途中、雨が降って登れなかったということで、２回このかんこ踊りを、当時の

お金で24文のお金を払って見ておりますね。そういう記録が残っております。 

 では最後に、白山芸能の保存ということで、今までも見てきました三馬場の芸能ですけ

ど、この芸能は、形態や演目にかなりの変遷が見られます。江戸時代から比べたら物すご

い変わりようですね。 

 ということで、そこでデジタルアーカイブでこれから記録していく場合には、保存にお

ける課題ということで、正確な芸能の記録をしっかり残しておくと。いろんな方面から、

あるいはいろんなところから撮影していくということでございます。そしてそれを保存し

ておくということが大切になるかと思います。 

 そして最後に、まだ世に知られていない芸能が、特に長滝白山神社にはございます。例

えば、これも長滝白山神社ならではですけど、弁天七夕祭の子供を中心とした祭りでござ

いまして、子供が家々を回って五穀豊穣を祈願しながら、自分たちの成長も願うという祭

祀が行われている。 

 もう一つこちらが、５月５日に長滝白山で例祭がありますね。地元ではでででん祭と呼

んでおりますけど、この前日にみこしが拝殿に３つ置かれます。三社を祭ってあるみこし

ですけど、この下をくぐると子供の成長に大変いいという、そういう行事もございます。

余り知られておりません。 

 それから最後は、これが２月14日に行われる天神祭でございます。これも、昔は長滝地

区の子供の成長を願って神主が祝詞を上げるということでございまして、こんな行事がご

ざいますので、これらもデジタルアーカイブのインターネットでもって発信していけば、

かなり世に知られるようになるのではないかということでございます。 

 私の持ち時間10分でございましたので、ちょっと時間をオーバーしたかもしれませんけ

ど、これで終わらせていただきます。どうも御清聴ありがとうございました。（拍手） 

【コーディネーター】 曽我先生、ありがとうございました。 

 続きまして、郡上市として白山文化における岐阜の中心でございますけれども、「美濃

馬場の文化財とその保存活用」という、その現状について藤原様より御報告をいただきた
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いと思います。よろしくお願いいたします。 

【パネリスト（藤原氏）】 郡上市教育委員会社会教育課の藤原と申します。どうぞよろ

しくお願いします。 

 私のほうからは、「美濃馬場の文化財とその保存活用」ということで、ただいまコーデ

ィネーターの久世先生のほうからお話しありましたように、まずは美濃馬場の文化財の保

存についてお話ししたいと思います。その中で、事例としまして文化財の修理ということ

を、行政がやってきた文化財の修理の事例から保存ということをお話ししたいと思います。

難しい話ではないので、気楽に聞いていただければと思います。 

 岐阜県の美濃馬場は、皆さん御存じのように長滝と、あと禅定道沿いの石徹白、この２

つの集落に白山信仰に関する文化財が非常にたくさん集中しています。こちらに写真があ

りますように、長滝には白山神社と長瀧寺、あと阿名院とか宝幢坊、経聞坊といった坊中

もありますが、あと石徹白のほうは白山中居神社や白山の開山の祖の泰澄大師を祭る大師

堂などがございます。こういった寺社が、特にたくさん白山信仰に関する文化財を多く所

蔵されております。 

 私のほうでどれぐらい数があるのかなというのを数えてみましたら、119件、美術品だ

けでそれだけありました。時代としては中世の鎌倉とか室町というすごい古い時代のもの

が多いんですね。そういったものはほとんど寺社に寄進されたものが中心です。 

 これまで、合併する前の白鳥町のころから、そういう美術品の修復は行ってきておりま

す。最初は昭和62年に修復を行いまして、現在も行っております。文化財の指定になって

いるものだけじゃなくて、未指定のものも含めますと52件修理した記録がありました。こ

ういった大変多くの文化財を持っており、特に美術品が多い、そういったことが美濃馬場

の特徴じゃないかと思います。 

 先ほどお話ししましたように、これから最近の文化財の修理の事例を幾つか紹介したい

と思います。 

 これは、皆さんよく御存じだと思うんですが、長滝の六日祭ですね。その中の延年です。

延年というのは、中世に、鎌倉・室町時代にすごく栄えた民俗芸能の一つでして、特にお

寺の僧侶とかのねぎらいのために昔は催しておったというものが、今もこういう白山神社

の行事として伝わっているんですね。 

 私がここでちょっと見ていただきたいと思うのは、この２人の当弁という役者なんです。

これは２人、衣装を見ていただければ、これはうぐいす色の衣装を着ておりますが、狩衣

というものでして、実はこれの大変古いもの、400年ほど前のものが残っております。そ

れがこちらなんですね。もう御存じかもしれませんが、２領残っておりまして、今から

400年ほど前のものです。元和６年という、背中に墨書銘文が書かれていまして、これは

元和６年に長瀧寺の２人の僧侶が寄進したということが書いてありまして、縫ったのは今

の名古屋の住人が縫ったということを書いています。 

 １つは、左側のものは黄地蝶梅文様繍狩衣というんですけど、これは黄色地の薄い絹地
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に梅の周りをチョウが舞っているような文様ですね。これ全部刺しゅうしてあります。右

側のものは、黄地牡丹文様繍狩衣といって大柄な牡丹が刺しゅうしてあります。こういっ

た大柄な文様とかいろんな色使い、あと刺しゅうは渡し縫いといって糸を横に渡す縫い方

です。それによってやわらかく盛り上がったような風合いが出るんですが、そういったも

のは、昔の桃山時代の特徴だというふうに言われています。 

 さて、今の狩衣の修復なんですが、実際、京都の国立博物館の工房に持ち込みまして、

約３年かけて修理を行いました。 

 まず①番は、これは狩衣を持ち込んで、全部まず縫い糸を解体するんですね。こういっ

た形にばらばらにします。 

 ②番は、これは非常に薄い生地で破れていたり裂けたりしているところがありますので、

その補修の布を後ろから重ねた場合にどういう感じになるかというのを試しで重ねてみて

いるところなんですね。縁で黄色い布がちょっと見えると思うんですけど、それが補修用

の布を当てているところです。 

 次に③番、左下ですが、これは先ほども紹介した背中の裏地に墨書銘文が書かれた部分

なんですね。これは、この狩衣の由来を知る非常に重要な部分ですので、今回、修理とと

もに裏地をつけて別に保存しています。 

 あと最後、④番ですが、これは蝶梅文様の刺しゅうの部分の拡大ですけど、このような

刺しゅうに渡し縫いをしている部分の糸が切れて表に出ていたりとか、そういった部分が

たくさんありました。それはもう一度中に入れ込むという形で修復をしております。 

 ２つ目に紹介しますのは、同じく長滝の白山神社の木造古楽面です。これ実は27面と書

いておりますが、最初、国の指定を受けたときは25面でした。次から次から２つ面が出て

きまして、これは27番目に追加指定した鬼神面なんですね。 

 実は、これ最近の長滝の白山神社のでででん祭り、５月５日にありますが、そのときに

行列に使われていたものなんです。右上の写真は、長滝の白山神社の参道をみこしが渡御

する様子です。これの先導役として右下の赤丸を書いていますが、これは鉾にこの鬼神面

がつけてあります。こういったものを持つ先導役の方が、この面を実は最近までこういう

形で使っていたんです。もともとこれは猿田彦というふうに言われていたんですが、今の

ところは。もともとは鬼神面ですので、昔は長滝で能楽とか、あと猿楽、田楽といった芸

能に使っていた面のこれは一つなんじゃないかなと思われます。これも調べてみると室町

時代の古いもので、今から400年とか500年ほど、そういった古いものだったんですね。 

 修復としては、左上の面を見ていただければ、縦に３カ所割れています。こういった割

れは、祭りのときもあって、鉄くぎで直されていたんですけど、それを取り外してもう一

度３カ所を竹くぎで接合してにかわで接着したということです。このほかにも虫食いの穴

が幾つかあったんですが、そういったところは木屑漆といって漆と木くずをまぜたものを

詰め込んだり、あと樹脂を詰め込んだりして、虫食いの穴を塞ぐということをしておりま

す。 
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 ３つ目の事例ですが、これは石徹白の大師堂の虚空蔵菩薩ですね。すごく有名で貴重な

仏像なんですが、鎌倉時代の初期につくられた仏像でして、銅で全部できております。鍍

金といって表面を金で塗っているんですね。地元では、一説では奥州の藤原氏がこれを奉

納したという言い伝えもあります。 

 最近になりまして、実は６枚の蓮弁が、右上の花びらですね、これが見つかったんです。

実はこの仏像は、昭和49年、50年と２年かけて修復しております。そのときの記録でも、

赤丸をした２カ所の蓮弁が欠失していたという記録があります。それが最近になって、地

元の旧家の方が大切に保存されていました。それをいただきまして今回修復をいたしまし

た。 

 右下は仏像を解体しまして、台座だけにして修復のために京都に持ち込むときの様子で、

約半年かけて修復いたしました。 

 最後です。これは長滝の長瀧寺の宋版一切経というものなんですね。これも大変貴重な

文化財で、中国の南宋時代に中国でつくられたものです。今から七、八百年前、南宋時代

になりますが、現在、長瀧寺のほうで3,752帖の経典を保管されていて、それが全部経箱

196箱に入っています。真ん中の黒いのが漆塗りをした経箱なんですね。これに大体20帖

ずつ経巻が入っております。ただ、１つにつき若干お経の厚さによって数はちょっと違っ

てきます。いろいろ宋版一切経にも何々版、何々版というのがありまして、これは湖州思

渓版というものです。 

 どれぐらい数があるかというと、世界を見ても、中国でつくったんですが、実は中国が

１つしかなくて、日本に６件、中国に１件なんですね。その中でも前思渓というのがこの

長瀧寺のやつなんですけど、そういったものは全世界を見ても3,000帖以上も持っている

というのはこの長瀧寺だけという貴重さです。 

 左下の開いたときの状態なんですが、すごく中はきれいです、保存状態もよくて。ただ、

今まで運び出して修復をこんなにちゃんとやったというのはまずなくて、表面はカビの跡、

そういった白いものとか、虫の食べた跡とか、虫の繭やふん、あとネズミなどの動物のふ

ん尿などがついたり、また明治時代に長滝は火災に遭っていますので、そのときに若干炭

化したものとかもありました。 

 今回の修復では、その中で付着物、ついているものをこういう形ではけでとって、あと

右の真ん中の写真、左手に黒い棒を持っているんですけど、これは吸引器なんですね。そ

れで付着物を取っていくという作業です。 

 右下は経箱なんですが、幾つかへりが欠失していたりして外気が入るようになっていた

んですね。この経箱のおかげでお経がすごく守られていたということもありますので、今

回、この経箱も一部補修しました。 

 事例は以上なんですが、私は文化財の担当でいろいろかかわっておりまして、どこの地

域も一緒だと思うんですけど、こういった文化財を守るお寺さんとか地元の方の苦労は大

変なものだと思います。特に最近は人口減少とか高齢化ということによってどんどん大変
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な状況になってきていると思います。ですので、今後はこういったものを地域だけでなく

て地域の外の方も、また我々行政も一緒になって守っていくような仕組みづくりが大事な

んじゃないかと思います。以上です。（拍手） 

【コーディネーター】 藤原様、ありがとうございました。 

 今、岐阜のほうからいわゆる芸能と、それから文化財というような視点でお話をいただ

いたというふうに思いますけれども、今回のテーマでございます白山文化はいいもんだと、

ちょっと文化的なところを見ていくと、なかなかいいところがあるじゃないかというふう

に私どもは思うわけですけれども、今回、これから白山文化には美濃だけではなくて、加

賀、それから越前という３つの馬場がございます。これから「加賀馬場と文化の再発見」

というテーマで小阪様にお話を賜りたいと思います。よろしくお願いをいたします。 

【パネリスト（小阪氏）】 御紹介がありました白山市の教育委員会文化財保護課の小阪

と申します。 

 白山市という市は、ことしの12月でちょうど15周年を迎えました、合併して。１市２町

５村が合併して、白山の山頂から日本海まで手取川という川で結ばれております。合併し

て白山市というふうに加賀はなりましたということです。 

 これは市役所から見る白山です。昨年ちょうど1,300年だったんで、こういうロゴもつ

くりましたし、今、白山手取川ジオパークということを市で取り組んでおりまして、上に

飛んでいるのはゆきママという白山の雪の精というゆるキャラです。 

 じゃあ、加賀のほうの説明をさせてもらいます。 

 白山市の文化財というのは、パワーポイントの数字が、合計が394件となっていますけ

ど、２件ふえまして396です。訂正ください。非常に合併して多くの文化財を抱えており

ます。 

 きょうは３つぐらい事例を説明しようかなと思います。その中で古くから白山麓に伝わ

っている尾口のでくまわしというものを説明させてもらいたいと思います。 

 デジタルアーカイブは、いかに課題を克服するかというのもテーマでありますので、あ

えて課題を持ってきました。 

 尾口のでくまわし、白山麓は今急激な人口減少を迎えております。高齢化と少子化とい

うことで、古い人形浄瑠璃、ちょうど先週の土曜日、日曜日にされておりました。旧正月

の行事です。山村深いところに人形浄瑠璃があるわけですけど、実際には、今、この２カ

所にありますけど、そのうち１つが、白山麓に昭和51年にダムができた関係で村が水没し

ちゃったんですね。それで平野部の深瀬というところ、平野部に新町をつくって伝承して

いったんですけど、かれこれ移転してからもう40年近い時間が過ぎまして、継承者が少な

くなってきました。非常に問題になっております。この古い村の時代に生まれた方が、も

う半分以下になられて、２次世代になったんですけど、ここに書いてあるとおり伝承者11

名、平均年齢68歳という非常に高齢です。 

 演目はこういうふうにして、人形浄瑠璃は２人遣いとか３人遣いがあるんですけど、逆
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でして、口とか手は動きません。でくの坊みたいですね。それででくまわしというふうに

言っています。古い古浄瑠璃です。佐渡にも同じようなものがあったりとか、薩摩川内に

もこういうものがあったりとかします。 

 古くから白山麓でされていたものなんですけど、１人で３人遣いまでします、何と。こ

れは、弁慶の千人斬りの話だったと思うんですけど、演目は忠臣蔵やったりとか、源氏烏

帽子折とか、酒呑童子とかをやっております。公民館の会場で今やっているんですけど、

150人いっぱいになるんです。 

 非常に貴重な文化財だということで、記録を残したいなということでやっているんです

けど、継承者が何せ学校とかでも教えているんですけど、なかなか継承が、危機的な状況

になっています。 

 もう一つが、深瀬のほかに白山麓にとどまっている東二口のでくまわし、でくの舞って

あります。ここは割かしまだ、伝承者13名、平均年齢54歳ということで続いています。 

 同じやはり１人の人が２人遣いとか３人遣いするんですけど、ここのでくまわしは、三

味線が入って、深瀬のものは三味線が入らないという少し違いがあります。演目はほぼ同

じことをやっています。 

 こういったふうに人がいっぱいになるんですね、本当に。ここのでくまわしは、江戸時

代に大阪の近松門左衛門のところで修行をして教わったというふうな伝承があります。 

 ここの集落がもう10軒ぐらいになったんですね。ここも若い世代はみんな金沢とかに住

まわれています。雪が２メートルぐらいになるんで、毎年毎年ここの文化を残さなきゃい

けないんですけれども、家屋の半分ぐらいが無人です。毎年毎年この家屋を壊さなきゃい

けないということで、何か保存できるものはないかねということで非常に相談があるんで

すけど、特に白壁のところなんかしっくいがあったりとかして、残したいんですけどなか

なか残せないというのが今の現状です。 

 これもこの間のチラシですね。文弥まつりとしています。先ほど曽我先生の中で、事例

名の２は白峰のかんこ踊りを説明されたかと思いますけど、ここは白山麓の本当に麓です

けど、大きな集落で300軒ぐらいあるんですけど、平成24年度に国の伝統的建造物群指定

を受けました。非常に特徴ある家屋が多いところで、大壁造りといいまして３階建ての家

があります。これは２階、３階で蚕さんを飼っていたんでこういう構造になっています。

非常に冬になるとやっぱりこういう風景になります。 

 ここの集落というのは、この雪おろしが名物ですよね。狭いところで本当に。これも文

化の一つなのかなあと思うんですけど、こういう密集地帯にいて、屋根雪おろしをやって

いる風景です。 

 先ほど曽我先生が説明されたかんこ踊りですね。もともとは、高地と言われた市ノ瀬と

かというところにあったものです。福井県の大野市に同じものがあります。三重県の白山

町、今は津市になっていますけど、かんこ踊りがあります。この辺の関係、今後どういう

関係なのか調べていきたいと思います。まちの中でこういうふうに踊られている風景です。 
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 この地区は雪が多いということで、うまくこれを生かしています。雪だるままつり、２

月の上旬に氷点下５度になるんですけど、たくさんの人が来ますね。そこで鍋とかを振る

舞って、雪だるまを各家々でだるまさんをつくってもらって、観光の人を呼び込んでいま

す。 

 事例３、白山ですので、昨年やった霊峰白山の文化の取り組みを紹介したいと思います。 

 白山の山の上というのはもともと、曽我先生がしゃべられたように明治７年まで山の上

に仏像があったんですね。こういう仏像のバスツアーとか下山仏の展示、実は先ほど文化

財394と書きましたように、２件、開山1,300年でふえました。それは後で紹介いたします

が、三馬場の禅定道ですね。３つの馬場から上がるルートがあります。 

 山の上の航空写真ですね。山頂はこういうふうになっていますね。 

 山の上にはこういった昔の遺跡がたくさん残っています。禅定道の遺跡。ここにはもと

もと仏堂があって仏像が安置されていました。 

 ここ、わかりますかね。ここに何か石の室があるんですね。こういったのが遺跡なんで

すね、航空写真で。池があって。ここに平安時代から使われている室の跡ですね。室の中

にお堂があったんで室堂と言います。仏像を安置していました。 

 こういったところには仏像があったんですけど、こういった仏像は、明治７年に大々的

におろされて、下山仏というふうな言葉になっていきました。御前峰、越前の禅定道にあ

ったものとかは、これはちょっと大変何か時代のあれなんですけど、白山市の白峰のほう

におりてしまいました。加賀の禅定道にあったものは、尾添というところにおりました。

美濃禅定道の仏像は、先ほど虚空蔵さんが載っていましたけど、石徹白の大師堂におさめ

られております。 

 山頂にあった仏像、こういうような仏像があります。 

 実は去年、こういう下山物を見るバスツアーを５回ぐらいやったらいっぱいになっちゃ

ったんですね。金沢駅発着で、１日白峰とか尾口地方へ行って日帰りだったんですけど、

半分は関東の都市圏の方がおいでられました。びっくりしたんですけど、インターネット

とかで募集して、観光協会が行ったんですけど、募集と同時にいっぱいになりました。２

回追加でやったんですけど、それもいっぱいになりました。白山信仰の文化を歩いてみよ

うということで、バス会社と地元のガイドさんが組んで、新たなこういう観光資源、文化

財を生かしたことをやりました。 

 １つ抜かしますね、こういうふうな。 

 博物館でもこういう展示をやりました。たくさんの人がおいでました。 

 最後に発見というところで白山曼荼羅というものが、加賀禅定道を描いたものがありま

す。これは非常に、中に絵解き文というものがついておりまして、以前にこの絵解き文が

こういうふうにある曼荼羅もありまして、この絵解き文に沿って、絵解きが江戸時代にさ

れています。江戸時代の地域を発信するツールだと思いますけど、こういう禅定道の、先

ほど書かれた史跡とか伝承をまとめたりしています。 
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 こういったものも以前にこういうＤＶＤ、地元の方に絵解きをしていただいて１時間の

絵解きとして残しました。 

 昨年２件ふえたものが、何と1,300年の１年前にこの林西寺から参詣図、曼荼羅が見つ

かったんですね。これを修理しまして、昨年５月から公開をしました。これも全部、細部

書いてあるんですけど、白峰の風嵐というところから市ノ瀬を通って越前禅定道へ行くル

ートなんですけど、新たなルートがちゃんと書かれています。 

 この曼荼羅も非常に発見があったのは、山の中でいぶされている女性ですね。名前まで

ちゃんと載っているんですけど、こういう伝説があるんですね。白山の山の上ってもとも

と噴火していたので、地獄めぐりと言われていたんですけど、女人禁制の山だったので、

こういう曼荼羅にちゃんと書いてあったということです。 

 また、温泉地ですね。ちょっとわかりにくいんですが、ここに湯と書いてあるんですね。

白山温泉が江戸時代にちゃんとあって、もしかしたら大雅とか谷文晁とかここでお湯につ

かったのかなあと思います。そういったことが書かれています。 

 曼荼羅というのは絵解きと、山の仏教の世界を書いてありますので、泰澄大師と、実は

泰澄に２人の弟子がいたんですが、白峰では地元の人になっていますね。これも何か絵解

き文があったのかなあと思うんですけど書かれています。 

 最後はこの風嵐の集落、今はもうなくなっていますけど、ちゃんと13軒の家が書かれて

いて、先ほど曽我先生の中にあった岩根社 ―― 岩本社ですね ―― の姿も書かれており

ます。 

 それともう一つは、加賀曼荼羅の下図と思われている曼荼羅が以前から見つかってあり

ますね。これが28年に指定をかけたということです。 

 まとめとして、白山麓は急激な過疎化が進んでおりまして、伝統芸能の継承の危機があ

ります。白峰は結構、伝統的建造物群の指定で、より白山麓の生活をするために活性化に

一役買っているということですね。独自の白山文化の発信として、新たな文化財発見と活

用、曼荼羅の発見ですけど、これを何とか観光資源へ活用して地域に生かしていきたいと

いうことでまとめさせていただきます。ありがとうございました。（拍手） 

【コーディネーター】 ありがとうございました。 

 それでは、続いて越前馬場の文化財の保存ということで、宝珍先生より報告をいただき

たいと思います。 

【パネリスト（宝珍氏）】 勝山市教育委員会の宝珍です。よろしくお願いいたします。 

 私は、この越前馬場の話をさせていただきますが、皆さんのお話とはちょっと違って、

平泉寺の場合は、1574年に焼かれておりますので、美術品とか古文書なんかはほとんどな

くなって、遺跡になっているということでちょっと紹介させていただきます。 

 これは、勝山の北部から望む白山です。こういう形で白山がきれいに見えます。ちょう

ど11月から５月ごろまで、黒々とした山の上に真っ白い山頂部分が見えるんですね。先ほ

ど曽我先生の写真でありましたけど、とがった山じゃなくてなだらかな山に見えます。ど
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れが主峰の御前峰かわかりますかね、皆さん。実はこれなんですね。2,702メーター。あ

そこ、ちょっと右側のピークがそうなんですけど、非常になだらかということで、女性に

例えられて、その神様が十一面観音にも例えられております。 

 麓から見るとああいうふうに真っ白な山で、恐らく10メーターぐらい雪が積もっている

んだと思いますが、あそこへ入っては生きて帰ってこられないといいますかね、そういう

聖域としてあらわれるんですね。ですから、昔からあそこが信仰の対象になっていたとい

うことがわかると思います。 

 非常に、直線距離で30キロぐらいなので、一番平野部から白山が間近に見えるのがこの

勝山だというふうに言えると思います。 

 ここにあらわれた神、禁足地におられる神様が麓におりたのが平泉寺なんですね。平泉

寺には、山麓からこんこんと水が湧き出る池がありまして、そこに白山の女神がおり立っ

たと。現在、御手洗の池と言われておりますが、これは泰澄の伝記では林泉、林の泉と出

てきます。ここに貴女、とうとい女性があらわれたということなんですね。よほど聖域じ

ゃないと白山の神はおりてこないんですけど、この越前ではここにおり立ったということ

なんですね。ここから平泉寺ができたということになります。 

 これは、平泉寺上空、白山の方向を写した写真なんですが、平泉寺の奥から非常に山が

いっぱいあって、30キロ向こうに白山があります。平泉寺は大体このあたりですね。ここ

ですね。この中腹に水がこんこんと湧き出る部分があるんですね。ちょうどここが林泉で

す。これが平清水、山の中から泉が湧くということで呼ばれて、それが平泉寺になってき

きます。こういう法恩寺とかピークを越えて白山に至るんですね。ここに白山があります

が、三馬場をあらわしたものです、左側ですね。長瀧寺、長滝ですね。加賀の白山本宮。

それで平泉寺になります。こういう形で、白山に一番短い距離で登れるのがこの越前とい

う特徴になります。 

 平泉寺から白山まで30キロあるんですが、大体こういう形でルートを、山の道を登って、

白山、聖域に至るというのが禅定道になります。 

 例えば平泉寺から白山までは、12のそういう宗教施設を通って白山へ登ったと言われて

おりますが、かなりの部分はわかるんですけど、実際どこにあったかわからないような施

設もあるんですね。例えばちょうど今ごろ山の中に入ると、こういう原始林みたいな、原

生林といいますかね、こういう落葉広葉樹の中に杉の大木が見えたりするんですね。あそ

こへ向かっていくと、室跡、先ほど小阪さんのお話にありましたけど、そういう宗教施設

の場所があって、そこに杉の大木が生えています。そこが何らかのそういう宗教施設があ

ったというふうにわかるんですが、こういう状態で遺跡が見つかってくるということです。 

 あと、ちょうど今の時期、やぶがひどいんですけど、今の時期は葉っぱが落ちて古道が

見つかるということです。 

 白山の修験は、いろんな宗教施設で修行しながら白山の頂上に到達するということです

けど、特に重要なのが滝と洞窟と岩場なんですね。滝では身の穢れをはらって、洞窟にこ
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もることによって特別な力を宿すといいますかね、自分の体に宿して、それから岩場を通

ることによってもう一遍生まれ変わるという擬死再生の場なんですね。ですから、この白

山禅定道沿いには、そういう修行の３点セットが点在しております。これが白山に登って

修行するような、そういう場所なんですね。 

 これ30キロあって、遺跡が点在しております。これもまだ越前禅定道でも十分調査され

ていないんですね。 

 あと、これは平泉寺がある勝山ですけど、大体こういう状態になっています。一番向こ

うに見えるのが日本海なんですね。ちょうど山合いを九頭竜川が流れて、削っていったと

ころに勝山があるというような感じです。 

 これは福井平野になります。勝山市ですね。平泉寺はここにあるんですね。この山沿い

にずうっと登っていくと白山になります。 

 その拠点の平泉寺ですが、先ほど言いましたように1574年、今から445年前に一向一揆

によって焼かれて全部灰になってしまうということになります。９年後に再興されていく

んですが、境内の規模は10分の１ぐらいになってしまって、かつて6,000のお坊さんの屋

敷があったというのは６坊しか再興されなかったということ、ほとんど遺跡になってしま

うというようなことになっています。 

 これは、平泉寺が焼かれる以前の境内の様子を描いたものですね。中心部に主要な伽藍

を置いて、両側の谷に六千坊と言われるような僧侶の屋敷を配置しています。これは白山

神社さんが所蔵されているんですが。 

 これを模式図で描くと大体こういう感じになると思います。中世の、四、五百年ぐらい

前の平泉寺は、背後に山があるんですね。この右側を川が流れていて、この山の中腹に境

内が広がっていると。大体奥へ1.2キロ、幅１キロぐらいの形になります。背後には白山、

そういう禅定道と呼ばれる修行の道があります。中心伽藍は、ここにありますようないろ

んな主要となる伽藍、四十八社、三十六堂、六千坊と言われるんですけど、四十八社、三

十六堂というのは、この境内中心部の尾根の上にあるんですね。その両側にお坊さんの屋

敷が6,000、南谷は3,600、北谷は2,400あったというふうに言われています。正面には、

掘を掘って守っているんですね。ですから非常に山の中腹に開かれた大きな宗教都市とい

うふうに言えると思います。 

 麓からは、いろんなそういう下馬大橋とか結界をつくってこの聖域に入っていくという

形になります。さらに白山の方向に向かってはいろいろ岩場を通ったり、そういう修行を

しながら、白山の頂上に行くころにはもう神・仏に近づくといいますか、そういう形に構

造はなっているみたいです。 

 復元しますと大体こういう形で、中世の、四、五百年ぐらい前の平泉寺はこういう形で

復元できるというふうに考えております。 

 発掘調査なんですが、大体こういう形で山の中を行きますと、こういうくぼんだところ

があるんですね。これを発掘しますとこういうお坊さんの屋敷に入っていくための石を敷
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いた道路とか入り口が見つかったりですね。 

 これは鎮守宮というところですけど、発掘するとこういう形で石段が出てきたんですね。

これも中世のものです。非常にきれいに遺跡が出ております。 

 あと、こういう山の中の道を発掘しますと、こういう石畳、中世の石畳ですが、当時、

中世として石を敷き詰めるとか、石を積むというのは非常に珍しいんですけど、平泉寺で

は非常にこれを多用しております。 

 あと、こういう形で山の中の道ですけど、こっちは田んぼなんですけど、発掘すると石

畳の道が出てきて、田んぼのあぜは、お坊さんの屋敷を囲む塀の基礎部分の石ということ

がわかってきております。こういう形で中世の遺跡がそのまま残っているということなん

ですね。 

 あと、境内の中心部、先ほど言いましたように、本殿、拝殿がありますけど、あそこも、

現在、建物が建っておりますが、その下にはこういう古い礎石なんかがありまして、これ

は寸法をはかったりすると、大体90尺の寸法でつくられているんですね。27メーターの間

隔できちっと平たん地なんかがつくられた礎石がこういうふうに並んでおります。 

 これは、三十三間拝殿というと非常に大きな拝殿と言われておりますが、こういう３つ

の社の拝殿を兼ねているので大きいというふうに言えると思います。 

 あと、こういう大きな石垣がここにあるんですね。これは中世ではほとんど例がないと

いいますか、そういうものになります。ほとんどこういう石を積むのは、江戸時代になっ

て石を高く積んでいきますが、中世では非常に珍しい高い石垣です。これは、平泉寺の一

番正面、白山の神々を祭る社の前にありますので、見せる石垣といいますか、この平泉寺

の偉業を示すための石垣というふうに考えられます。 

 あと、これは有名な平泉寺のコケの部分ですね。このあたりを写したところになります。 

 あと、平泉寺には6,000のお坊さんの屋敷があったといいますけど、それは大体復元す

るとこういう形で描かれるんですね。こういう建物が6,000あったということですけど、

こういう山の中を発掘すると、建物を支える土台の石が出てきたり、あとこういう石敷き、

門から建物へ行くための石を敷き詰めたようなもの、これは500年ぐらい前のものですが、

地面の中から出てきております。 

 これは門の跡ですね。門の床も石が敷いてあるんですね。ですからこういう坊院といい

ますか、僧侶のお屋敷が伝承では6,000あったというふうに言われております。 

 あと、これは平泉寺全体をここにありますように１町という、109メーター、当時、条

里制とかいろいろ古い寸法がありますけど、109メーターの方眼をかけると、大体計画的

にいろんな施設がつくられているというのがわかってきております。このライン上によっ

ていくと言いますかね。 

 例えば一番下、下馬大橋というところですが、ここに当たりますけど、ここでは馬をお

りて参拝するということになります。下に浄川という川が流れておりますが、これは清め

の川で、そこで一遍あかやほこりを払うということなんですね。 
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 ４町行ったところに牛岩・馬岩という大きな岩があるんですけど、これは結界といいま

すかそこから聖域になるということで岩が２つ置いてあるんですね。そういう場所とかで

すね。 

 さらに４町行ったところに金札。ここは一般的に言われるのは、ここでいいことをした

人と悪いことをした人を見張っていて、悪いことをした人をここから追い払うと、そうい

う一般的に言われるところです。「かねふだ」とか「かなふだ」とか言います。 

 こういう部分があって、さらに精進坂ということで、ここからは尾根の上になって、平

泉寺の主要な伽藍が立ち並ぶようになりますので、かなり平泉寺も計画的につくられてい

て、不浄なものは入ってこないといいますかね、そういうような構造をとっているという

ことがわかると思います。 

 あと、いっぱい平泉寺から当時使っていたものが出てくるんですね。こういう中世のい

ろんな陶磁器類。それから、石でつくられたものとかですね。ですから、今、平成元年か

ら発掘調査が始まりましたけど、破片で40万点ほど出ております。そういったものが中国

から運ばれてきたり、あと瀬戸とか美濃あたりで焼かれたものとかそういうようなもの。

それから、地元の石でつくられたものとか、越前焼、越前のそういうところで焼かれたも

の、そういうようなものがたくさん入ってきております。 

 こういったところを、発掘の状況を見ていただくということで、平成20年から整備をし

て現地を見られるように。あと、その発掘成果を見ていただくような、そういう施設なん

かも建設しております。 

 これは平泉寺の全体の国指定の範囲ですね。平泉寺は、先ほどの絵図にありますように

全域を国の重要文化財に指定しております。計画的に発掘調査をしたり保存活用を図って

いるということです。先ほどの下馬大橋はこのあたりになります。これは禅定道のところ

ですね。 

 あと、現地でこういう門・土塀を復元したり、ガイダンス施設、まほろばというのを建

設しまして、そこで発掘の成果なんかも見ていただいております。これがまほろばなんで

すけど、内部ですね。白山信仰の歴史とか発掘成果なんかをここで紹介しているというよ

うなことです。 

 あと現地へ行きますと、特に南谷を3,600のお坊さんの屋敷があったところですけど、

見学路を整備したり、門・土塀、当時の塀を復元したり門を復元したりということで、現

地で見られるようになっております。 

 あとこの平泉寺、三馬場の中では非常に遺跡が残っているんですね。まだこちらのほう

は美術品とかが残っているということですし、加賀馬場のほうは古文書とかいろいろ残っ

ているということです。それぞれ馬場では特徴が、残っているものが違うといいますか、

そういうようなものをあわせて研究していくことによって、白山文化といいますか、白山

のそういう歴史とかが解明されていくんだと思いますけど、それ以外に、この平泉寺、実

は越前の有名な戦国大名の朝倉氏の城下町にも影響を与えているみたいなんですね。 
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 これは朝倉氏遺跡へ行きますと、正面の入り口部分に大きな巨石を使っているんですね。

こういう見せる石垣、朝倉は戦国の最後の100年の城下町なんですけど、平泉寺はそれ以

前の800年ぐらい栄えておりますので、平泉寺の最後の100年に朝倉は重なっているんです

ね。ですから越前では平泉寺で培われた美術というのが朝倉に行っているということもわ

かります。 

 これは、朝倉と平泉寺を比較したものですけど、一乗谷に復元武家屋敷が今ありますが、

ここを、こちら平泉寺ですけど、道が折れ曲がっていたり、屋敷の配置がよく似ているん

ですよ、一乗谷と平泉寺はですね。朝倉氏遺跡では、道路を挟んで武家屋敷が並んでいま

すけど、平泉寺ではこういうふうにお坊さんの屋敷が連なっているということで、越前で

は、平泉寺の技術が朝倉に伝えられて、そういう全体の中で考えていかないとなかなか中

世というのは解明できないというようなことが言えると思います。 

 あと最後、これをまとめますと、平泉寺は越前においてどういう位置づけかというと、

白山の麓のそういうところから、先ほど言いましたように御手洗の池が、水が湧き出すん

ですね。ですから、その水というのは、九頭竜川となって日本海に流れ出ているんですね。

それぞれの村々には白山を祭る神社、白山神社が祭られて、白山神田とか白山にささげる

そういう荘園みたいなものがあったり、その豪族が平泉寺に坊を構えているということで、

大体こういう構造が見てとれるみたいなんですね。 

 白山は、先ほど曽我先生の話にもありましたように水分神、水がどんどん平野部を潤す

ということで、その水は平泉寺の池からどんどん湧いて、そこに神がおり立ったというの

もそういうようなつながりになっているんですね。ですから水の信仰というのが平野部に

も広がって、白山文化というのは平泉寺だけじゃなく、三馬場だけじゃなくて、さらに平

野部も関連づけて見ていかないとなかなか全体像が見えてこないんじゃないかなというふ

うに思っております。 

 以上で私の報告を終わらせてもらいます。（拍手） 

【コーディネーター】 ありがとうございました。 

 皆さん、熱く語っていただけるので、だんだん時間が迫ってまいりまして、もう一回本

当は回す予定だったんですけど、なかなかそれが難しくなってまいりましたけれども、こ

れから東京大学の長丁先生から、ずうっと地域資源のデジタルアーカイブということをや

ってきましたけれども、これからこれを地域の資産として、地域の活性化にどうつなげて

いくかというところが今回のテーマでもございますので、そういうことも含めた形で国の

動き、または東京大学も含めた形で動きを御紹介いただきたいというふうに思います。 

 じゃあ長丁先生、よろしくお願いいたします。 

【パネリスト（長丁氏）】 今、御紹介いただきました東京大学から来ました長丁といい

ます。 

 珍しい名字だなあと皆さん思っていらっしゃるでしょうけど、戦前までは隣の滋賀県で

この名前がありまして、おやじは京都の生まれで、どうもあの辺が発祥のようで、ただ、
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きのうの夜も岐阜女子大の先生方と話していたんですけど、もう日本に５軒しかなくて、

必ず名前がありますという印鑑屋さんに行ってもまずありません。絶対にありません。私

も娘２人ですのでこれで途絶えるということで、多分あと何十年かでなくなる名字です。 

 冗談はさておき、まず今、４人の地元の方のいろんな報告を聞いて、改めてこの地域に

こういった文化、それからいろんな芸能ですとか観光の資源が相当豊富にあるなあという

ことをわくわくしながら聞いておりました。そんなことを言いながら、実は私、この郡上

に来たのが初めてでして、それも恐らく今回の岐阜女子大学との縁がなければ来ていない

んじゃないかと思うんですね。 

 そういう事情は後にしますけど、岐阜女子大とはいろんな提携をしておりまして、一緒

に共同のプロジェクトを立ち上げつつありまして、その関係で岐阜まではこれまで２回来

ました。ここまで足を延ばしたのは初めてでして、このイベントがなければ来ていないわ

けでして、当然、日本人ですので、郡上とか、郡上八幡だとか、白山だとか、そういうの

はもちろん知っているわけでして、ただ一回も来ていないなと。私はそんなに動かないの

かというと、学生時代から旅行が好きで、北海道から沖縄まで、西表島まで相当いろんな

ところに行っているんですけど、それでもここに来ていなかったという。 

 これは何でなのかというのを考えると、今、４人の方が御報告されたような、ああいう

わくわくするような歴史だとか、いろんな分布図にかかわる情報を余りキャッチしていな

かったんじゃないかと思うんですよね。はっきり言うとそれほど魅力的に私には映ってい

なかったということだと思うんです。 

 ただ、私今回来て、このまちをさっき岐阜女子大の先生に案内してもらったんですけど、

この古い整った町並みだとか、それからお城があることを知らなかったんですね。あんな

立派なお城があることを知らなくて、わあ、お城があるんですねとか。それから宗祇水と

いうんですか、野菜を洗ったりする、ああいったところも見せていただいて。多分、こと

しじゅうぐらいに家内を連れてくるんじゃないかと思いますね。 

 これは、実物を見て感動して、感銘を受けて、ここはいいところだと思ってもう一回来

ようかというわけでして、ですからその情報が、東京で生活している私には全然伝わって

いなかったということですね。 

 じゃあ、デジタルアーカイブはそのための解決策になるのかということを我々は今いろ

いろ研究を始めているわけです。つまり行っていないところのそういった楽しいこととか、

変わったこととか、感動することとか、そういったことが離れた土地で具体的に見られて、

リアリティーを持って見られて、ここすごいなとか、あるいはこれ実物見に行きたいとい

う、そういったデジタルのコンテンツとしての情報をつくれるのかと、それをうまく発信

できるのかと。それから、私のような旅行好きの人に対してそれをうまくターゲティング

して届けられるのかという、ここら辺の技術、一貫のプロセスを今大学で何とかできない

だろうかということで研究をしているわけです。 

 きょうここにいらっしゃる方の中でほとんどの方が、岐阜女子大の関係者以外の方はデ
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ジタルアーカイブって何よということを思っていらっしゃるかもしれませんが、まずここ

のところから簡単に言いますと、今、私が言ったように、この国は幸いにもデジタルの基

盤は相当できているわけですね。インターネットはほぼどこでも使えるし、それから国民

のデジタル端末、パソコンだとかスマホだとかタブレットだとか、こういったものも相当

普及しているし、それから何より家庭にデジタルテレビがあると、液晶テレビがあると。

こういった意味でいうと、このデジタルコンテンツ、デジタルアーカイブされるコンテン

ツを見る環境としては完全に整っているわけです。これは世界屈指のネットスピードとか、

そういったものも含めて非常にいいんですけど、肝心なその中を通すものが整っていない

ということが一番よくないわけです。 

 何でデジタルなのかと。アーカイブという言葉は、ＮＨＫアーカイブという言葉を聞い

たことがあるかと思うんですけど、ああやって記録してしまっておくことをアーカイブと

言います。日本語のワンワードではなかなかうまく言えないんですけど、正確に記録をし

てしまっておいて、いつでも取り出せるような状態に保っておくということをアーカイブ

というんですけど。 

 それの中にしまっておくものがデジタルじゃなきゃいけないというのは、今言いました

ようにデジタルのコンテンツですね。そのしまってある情報にアクセスする、接触してい

く、あるいは探すという手段がデジタルでないと今できないんです。それ以外できない。

だからしまっておくものもデジタルにしなきゃいけないし、それにアクセスする方法もデ

ジタルでなきゃいけないということになってくるわけです。 

 それともう一つデジタルのいいところは、永久にではないですけど、アナログに比べる

と相当長期間、品質を保持したまま保存できておくということですね。 

 それから、今の平泉寺の話にもあったように、ああいった宗教的なことで、一向一揆で

大事なお寺が丸々焼かれてしまうとか。それから、今中東では、ここのところちょっと聞

かないですが、ＩＳが世界遺産並みの遺跡をばんばん爆弾で潰していっているというばか

なことが起こっています。ああいったふうに人間は自分たちの大事なものを勝手に壊しち

ゃうとか、勝手に壊さなくても、気候変動だとかいろんな要因でアナログ的なお宝は朽ち

ていくわけですね。 

 ところがデジタルでぎりぎりの形だとか、あるいは場合によっては音だとか、風合いだ

とか、そういったものが残せているうちは、デジタルに落とし込んだ限りはかなり長期間

保存ができると。でも、そんなことを言ったって、じゃあサーバーだって戦争が起こって

爆弾を受けたら終わりだよねと、そういったことになりますけど、じゃあそうなったら何

カ所かに分散して置いておこうとか、これはグーグルが実際にやっているように、そうい

ったことのチョイスもデジタルならばできるわけですね。ですからやっぱりデジタルであ

る必然性があるだろうというのが我々の論拠になっています。 

 それで、きょうのテーマである、私、スライドをめくらないのは、今の４人の方々のパ

ワーポイントが余りにもすばらしくて、恥ずかしくてめくれない。私の大学でやっている
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授業のパワーポイントなんかはちょっと持ってこられないなあなんて思って。それぐらい

皆さんのパワーポイントがすごいよくできていたんですけど、ここで私の名前のように大

きく書いてあるデジタルアーカイブ推進コンソーシアムという、これは東大が主体的にや

っているプロジェクトです。今、私の大学ではこのデジタルアーカイブ推進コンソーシア

ムというのと、もう一つ大きな団体としてデジタルアーカイブ学会というのをやっていま

す。この２つを両輪で回しながらこの国のデジタルアーカイブを進めていこうという戦略

なわけですけど。 

 私が事務局長をやっているデジタルアーカイブ推進コンソーシアム、これは民間企業の

中からやりたいと、将来こういったデジタルアーカイブ産業が起こったときに、自分たち

が何らかの役割を持ちたいと、稼ぎたいという会社さんが今22社集まってこれをやってい

ます。 

 もう一つデジタルアーカイブ学会は、学会ですので、日本中の学者、デジタルアーカイ

ブに関する研究をしている、興味を持っている学者とか研究機関、これが入ってやってい

る。今は会員数が500ぐらいになります。 

 この２つを回しながら、立ちおくれているこの日本のデジタルアーカイブを立ち上げて

いこうということを、東大はその使命感を持ってやっているわけなんですけど、始めまし

て、ちょうどこの春で４年目になります。たった４年しかまだやっていないんですけど、

後で気がついたら、岐阜女子大は20年間やっているというすばらしい業績がありまして、

まさに日本の先駆的な大学なわけですね、この分野においては。 

 我々は、先行している岐阜女子大さんと一緒にやっていこうと。岐阜女子大が経験して

きたようなことをいろいろ学ばせていただきながら、我々もスピードアップしていこうと

いうことで、今回、提携に踏み切ったわけです。 

 日本はおくれていると言いましたが、じゃあ世界はどれぐらい進んでいるのかというと、

このデジタルアーカイブという言葉にぴたりと当たりませんが、皆さんが御存じのさっき

も言いましたグーグルは、このデジタルアーカイブ、自分たちのビジネスモデルとしてデ

ジタルアーカイブをやっておりまして、これは世界最大です。日々増殖していっています。 

 それから、ちょっとこれも形態が違いますけど、フェイスブックとかツイッターも同じ

ようにコンテンツをどんどん集めていって、同じようにアーカイブを初めていって、これ

はどこかでグーグルとフェイスブックグループ、ユーチューブも含めてですね、ここら辺

はどこかでぶつかるかもしれないと。ぶつかるでしょうと。そういうふうにアメリカの、

このごろよく聞くＧＡＦＡと呼ばれている、グーグル、アマゾン、フェイスブック、ｉＰ

ｈｏｎｅのアップル、この４つが世界を席巻しようとしているわけですね。こういった動

きに対して、ヨーロッパというのは、アメリカに対していろんな手を打ってきますから、

ヨーロッパは約10年ぐらい前にヨーロピアーナという、ＥＵが肝いりになったＥＵのお金

で、このデジタルアーカイブをやるプラットフォーム、土台を、基盤をつくったわけです。

これは今順調に成長していっています。ヨーロッパはヨーロッパでそれでやろうとしてい
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ると。 

 そうすると、もう一つの経済圏であるアジアはどうなのかというと、これはやっぱり日

本がやるべきだったんですね。ところがそのリーダー的役割を絶対持つべき東京大学が始

めたのが４年前なんですね。これは立ちおくれていると、遅かったという以外になくて、

その裏には、やはり大学の苦しい台所事情もありますし、それからさっき久世先生が話し

てくださいと言った国の行政的な落ち度もあります。そのアカデミックとガバメントの両

面でうまく合わなくて、スタートがおくれてしまったというのが正直なところです。 

 今、そのおくれを何とかしようということで、一生懸命国の関係機関と話をこの４年間

やっております。どんなところと話しているのかというか、国はどういったところが動い

ているのかといいますと、一番中心になっているのは内閣府というところです。これは余

り聞かないかもしれませんが、私の世代でいうと昔の総理府、これが今内閣府になってお

りまして、内閣府の上位官庁というのは内閣官房ですね。小柄な怖いおじさんが官房長官

をやっている内閣官房ですけど、その内閣官房に附属したような形で内閣府というのがあ

って、何をやるのかというと、まだどの省庁にも具体的に落とし込めないようなテーマ、

これを内閣府がまとめてやるということなんです。ですから内閣府がリーダーシップを持

ってやっているというのは、経産省でもない、総務省でもない、文科省でもない、国交省

でもないという、そんな中途半端な状態で日本は今始めているわけですね。 

 そこは何かというと、結局内閣府というのはあちこちからの出向者の集まりであって、

なかなか自分の本気のテーマとしてやってくれないと。どうもこれはだめだなあというの

を私どもも感じまして、やはり力を持っている行政省庁である経産省、それから総務省、

ここら辺に行こうと思って行っていたら、きのう夜、岐阜のホテルで佐々木先生とその話

を、元文部官僚ですので相談していたら、それは君、それじゃあ甘いよと、国交省に行き

なさいと。ええっ、国交省ですかとかという話になって、肝心のあなたのところの文科省

はだめなのと言ったら文科省はだめだという。それで、そんなちょっとたらい回し状態で

いるんですけど、ただ余り見えないと思うんですけど、東京大学と各官庁というのは非常

に仲が悪いです。各官庁の幹部はみんな卒業生のはずなのに仲が悪いという、こういう状

況の中で私も苦しんでいるんですけど、でも少しずつ少しずつ動いてきて。 

 一番頼りにしているのが国会議員です。国会議員の中には、中にはというとまた失礼で

すけど、やっぱり非常に前向きな方がいらっしゃいます。この分野でいうと今の法務大臣、

若い法務大臣。それから、前の文科大臣である林芳正先生。それから、その前の文科大臣

である元プロレスラーの馳浩先生。それから、今、一番頼りにしているのが、こちらの野

田聖子先生です。前総務大臣ですね。総務大臣のときに私何度かお話に行って、この岐阜

女子大と連携しようかという話をしたところ、非常に喜んでくださって、実は私のこのテ

ーマで岐阜県をまず取り上げようというふうに決定したのも野田先生の後押しがあって、

それで決定したんですけど。あの方は私の上司によると、もう10年前からこういうデジタ

ルアーカイブと言っているという、それぐらい先見の明がある方でして、もうちょっと総
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務大臣をやってほしかったなあと。でも今、予算委員長なんで、10億ぐらいどこかから持

ってきてくれないかなあという話も直接しています。 

 国はそんな状態で、本当はもうちょっと国と東大とか京大とかが連携して、この最初の

立ち上がりのところだけでもうまくやっていけばいいなと思うんですけど、なかなかそこ

は我々の思うとおりには進んでいなくて、うまくいっていないというのがちょっと現状で

す。 

 それから、さっきのアジアの話に戻りますけど、アジアでやっぱり断トツに走り始めて

いるのは、お気づきのとおり中国になります。私も去年、中国もやっぱり北京大学が中心

になってやっているんですね。北京大学の学者たちと、それからやっぱり共産党が直接お

金を入れて、猛烈な勢いで動かしているんですけど、これはもうちょっと追いつけないで

す。我が国は絶対追いつけない。 

 デジタルコンテンツのアーカイブ作業という面では、向こうは物量作戦でやっています

から、絶対追いつけないんですけど、何かその周辺の人工知能を使ったデジタルコンテン

ツに対する検索の方法を我々日本がつくるとか、そういったところで何か手を打てるんで

はないかということで、今、我々の東大のプロジェクトでは、工学部とか理学部とかの精

鋭の人工知能の先生たちにも入っていただいて、そういう検討を去年から初めております。 

 ただ、デジタルアーカイブという入れ物のつくり方、その中にしまうコンテンツの量は、

中国には絶対かなわないというのは、そういう御認識でいただいていいと思います。 

 それから、恥ずかしいパワーポイントですけど、ちょっと肝心なところだけをお話しし

ますと、今、こういう構造を我々はイメージしていまして、この左側にコンテンツホルダ

ーと書いてありますけど、これは今コンテンツを持っている人のことですね。アナログで

もいいです。紙でもいいし。実物でもいいし。そうすると、上から地方自治体とか、それ

から地方の地元企業ですとか、それから地方局と書いてあるのは放送局とか、それから新

聞社ですね。そういったところが今コンテンツを持っている。新聞社とかはやっぱり、ケ

ーブルテレビだとか、それから地元のテレビ局というのは膨大な量のその地域のコンテン

ツを持っておりますので、ここら辺も巻き込んでいきたいと。 

 それから、地方ＭＬＡというのは、博物館とか美術館ですね。こういったところも当然

実物も含めて持っていると。それから、地方の企業とか、それから地方の大学ですね。そ

れから、小・中・高校の中にも幾分のお宝はあるということと、それから意外と持ってい

るのは郷土史家ですね。郷土の研究をしているような人たち、この人たちがいろんなもの

を集めて持っているらしいということ。 

 こうしたコンテンツホルダーに対して、我々はこの真ん中の黄色のデジタルアーカイブ

という、こういう大きな箱をつくって、プラットフォームをつくって、ここにどんどんデ

ジタルコンテンツにして入れていただくと。これは画像であったり、音声であったり、映

像であったりと、こういったもの。 

 もっとぜいたくを言うと、香りだとかですね。例えば、けさ私、岐阜のホテル、朝、長
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良川の河原を歩いていましたけど、これが長良川かと思うわけですよね。これがうわさに

聞いている長良川だと。新幹線で何度も渡っているはずなんですけど。そこを吹く風とか、

そこの空気の香りだとか、感触だとか、そういったものも今デジタル的に加工すれば何と

か入っていくんじゃないかと思っていますので、そういった人間の五感に訴えるような情

報もデジタル化して、そのコンテンツそのものに添付していくということができれば、も

っと魅力的なコンテンツになっていくだろうと思います。 

 これを右側にあるユースケースとありますけど、いろんなところに使ってもらおうとい

う、ここの部分が大事でして、やはりデジタルアーカイブが本当にうまく回り始めるため

には、この左側のコンテンツホルダーが、この真ん中のデジタルアーカイブの箱の中に放

り込むためには膨大なコストがかかるわけですね。撮影したり、スキャンニングしたり、

録音したり、膨大なコストがかかると。そうすると、そのコストを吸収するだけの経済の

輪を回さなきゃいけないと。そうすると、この右側にあるユーザーに対して、それが魅力

的に映って、それをお金で払ってもいいから使いたいとか、手に入れたいとかという、そ

ういった輪を、経済の循環をつくっていかないと、これは全体がうまくいかないというこ

とです。 

 だから、この事業の、日本のデジタルアーカイブをうまく回していくためには、どうし

ても左側と右側とで一緒に回すようなお金の循環を一緒につくっていかないとだめです。

つまり産業化していくということですね。提供者がいて、利用者がいて、提供者は、その

提供する製品、コンテンツ、これのコストを負担すると。それの回収を右側にいる利用者

から利用料として取っていくと。これがぐるぐる回っていくと、真ん中にあるデジタルア

ーカイブの箱がどんどん大きくなっていってすばらしいものになっていくと。 

 こういったところを、今一生懸命その輪を何とか起こそうということでやっているのが

現状でして、私がやっているデジタルアーカイブコンソーシアムというのは、この両側に

かかわっている企業がいろんな知恵を出しながら何とか立ち上げようということと、それ

からデジタルアーカイブ学会には、日本中の学者にいろんな技術ですとか、あるいは経済

的な知恵を出していただいて何とか回し始めようという、そういった形を東京大学が中心

になって、今まさにやっているわけです。 

 何とか、私も年なので、私の時代でできるかどうかわからないですけど、多分10年ぐら

いかけて、国も動いてやっていけて、それで何らかのリーダーシップがとれるようなテク

ノロジーですとかビジネスアイデア、これを日本が独自に起こしていって、世界に対峙し

ていくという。きのうのはやぶさ２じゃないですけど、ああいったことができる国ですの

で、多分できるんじゃないかというふうに思っております。皆さんもぜひ応援していただ

きたいと思います。 

 私のほうは以上です。（拍手） 

【コーディネーター】 ありがとうございました。 

 長丁先生には、明るい未来を語っていただきましたので、我々も非常に心強いんですけ
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れども、本来は２回ちょっとお回しをして、いろんな御意見を伺おうということを思って

いたんですけれども、時間も30分を過ぎてしまいましたので、今回はこの一巡で終わらせ

ていただきたいというふうに思っております。 

 私どもも白山文化については、曽我先生に御協力、または教育委員会にも御協力いただ

いて、１万枚近いデータを保管させていただいております。これからもいろんなところの

アーカイブを、白山文化のアーカイブをしていきたいというふうに考えておりますので、

ぜひまた御協力をお願いしたいというふうに思っております。 

 また、そういうアーカイブを通して、本学が地域における知の拠点となるように、少し

ずつ地域と連携をしながら努力してまいりたいと思っておりますので、ぜひ御協力をお願

いしたいというふうに思います。 

 パネラーの皆様、本日は貴重な御意見をいただきまして本当にありがとうございました。

皆さんから拍手でお礼を申し上げたいというふうに思います。（拍手） 

【司 会】 それでは、パネラーの皆様、御降壇ください。 

 ありがとうございました。 

 以上をもちましてデジタルアーカイブｉｎぎふ郡上を閉会させていただきます。 

 本日は、御参加いただきありがとうございました。（拍手） 


